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け
れ
ど
そ
の
こ
ろ
の
蘭
学
者
は
、
た
だ
ひ
た
む
き
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
励
ん
だ
。
幕
末
に
諸
外
国
の
船
が
日
本
近
海
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
、
物
情
騒
然
と

し
て
く
る
と
、
海
防
の
充
実
が
叫
ば
れ
、
ま
た
西
洋
事
情
を
知
る
う
え
か
ら
も
、
い
っ
そ
う
洋
学
（
蘭
学
）
に
目
が
む
け
ら
れ
、
に
わ
か
に
蘭
学
熱
が
お
こ
っ

た
。
し
か
し
、
開
港
後
、
諸
外
国
と
の
貿
易
が
は
じ
ま
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
代
わ
っ
て
英
語
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
、
や
が
て
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
な

ど
も
勢
力
を
え
て
く
る
に
及
ん
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
す
っ
か
り
等
閑
に
付
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
わ
が
国
で
学
ば
れ
た
西
欧
語
の
う
ち
で
、
い
ち
ば
ん
息
が
長
か
っ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
語
（
蘭
語
）
で
あ
り
、
慶
長
の
初
頭
か
ら
幕
末

オ
ラ
ン
ダ

ま
で
約
一
一
百
五
十
年
も
つ
づ
い
た
。
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
手
段
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
や
文
化
を
研
究
す
る
一
」
と
を
「
和
蘭
学
」
と
い
い
、
そ
れ
を
略
し

オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
英
語
と
お
な
じ
よ
う
に
、
西
ゲ
ル
マ
ン
語
群
に
属
す
る
言
語
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
本
国
、
ベ
ル
ギ
ー
北
部
（
フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
）
と
フ
ラ

ン
ス
北
部
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

対
外
交
渉
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
徳
川
幕
府
は
寛
永
十
六
年
（
’
六
一
一
一
九
）
か
ら
安
政
元
年
（
’
八
五
四
）
ま
で
の
二
百
十
五
年
間
、
鎖
国
政
策
を
と
り
、

朝
鮮
・
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
を
除
く
諸
外
国
と
の
通
商
、
往
来
を
い
っ
さ
い
禁
じ
た
。
こ
の
間
、
西
洋
の
文
物
は
オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
の
み
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ

ま
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
｡ 

当
時
西
洋
文
明
に
つ
い
て
知
識
を
得
よ
う
と
す
る
と
き
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
手
段
と
す
る
し
か
な
く
、
そ
の
学
習
の
苦
労
は
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
遇
か
に
う
わ

曰
本
洋
学
史

ｌ
蘭
学
事
始
Ｉ

宮
永
孝
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げ
ん
た
く

大
槻
玄
沢
（
一
七
五
七
～
’
八
一
一
七
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
、
蘭
方
医
）
の
著
書
『
蘭
学
階
梯
乾
』
（
天
明
一
一
一
年
［
一
七
八
一
一
一
］
の
成
稿
）
の
「
例
言
」

こ
と

に
、
蘭
学
を
定
義
し
、
「
蘭
学
ト
ハ
即
チ
和
蘭
ノ
学
問
卜
云
「
‐
ニ
テ
阿
蘭
陀
ノ
学
問
ヲ
ス
ル
「
‐
ナ
リ
」
と
の
べ
て
い
る
。

蘭
学
は
、
ふ
つ
う
オ
ラ
ン
ダ
語
を
通
し
て
、
医
学
・
天
文
・
地
理
・
兵
学
。
画
法
・
博
物
学
・
写
真
・
印
刷
術
・
工
芸
・
語
学
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を

意
味
す
る
。
が
、
こ
こ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
沿
革
を
中
心
に
の
べ
て
み
た
い
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
船
が
肥
前
国
の
平
戸
に
は
じ
め
て
来
航
し
た
の
は
天
文
十
九
年
（
一
五
五
○
）
の
こ
と
で
あ
り
、
つ
い
で
オ
ラ
ン
ダ
船
が
慶
長
十
四
年
五

月
三
十
日
（
一
六
○
九
・
七
・
一
）
平
戸
港
外
に
来
着
し
た
。
同
十
八
年
五
月
（
一
六
一
三
・
六
）
、
ふ
た
た
び
オ
ラ
ン
ダ
船
が
平
戸
に
入
港
し
た
。
の
ち
オ

ラ
ン
ダ
人
は
商
館
な
ど
を
設
け
、
商
業
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
一
方
、
長
崎
が
南
蛮
人
（
室
町
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
日
本
に
渡
来
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス

ふ
か
え

ぺ
イ
ン
人
な
ど
を
い
う
）
の
た
め
に
開
か
れ
た
の
は
、
元
亀
元
年
（
’
五
七
○
）
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
船
が
は
じ
め
て
深
江

と
称
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
長
崎
に
は
鎖
国
時
代
に
入
る
ま
で
、
主
と
し
て
交
易
を
目
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
イ
タ
リ
ア
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
と

い
っ
た
ョ
１
ロ
ッ
パ
人
の
ほ
か
、
近
隣
の
国
か
ら
は
朝
鮮
人
や
、
中
国
人
が
、
さ
ら
圧
泉
南
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
は
マ
レ
ー
人
や
タ
イ
人
な
ど
が
来
航
し
た
。

リ
ソ
グ
ア
・
フ
ラ
ン
カ

（
１
）
 

当
時
、
極
東
に
お
け
る
標
準
語
（
共
通
蓮
叩
）
と
し
て
い
ち
ば
ん
用
い
ら
れ
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
り
、
貿
易
商
人
に
と
っ
て
同
語
も
し
く
は
ス
ペ

イ
ン
語
の
知
識
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
商
港
に
は
か
な
ら
ず
通
弁
（
通
訳
）
の
役
割
を
は
た
す
者
が
い
た
。
か
れ
ら
は
日
ご
ろ
外
国
人

と
い
ち
ば
ん
接
し
て
い
る
う
ち
に
言
葉
を
し
ぜ
ん
に
覚
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
貿
易
は
、
平
戸
に
お
い
て
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
初

期
の
こ
ろ
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
仲
立
ち
を
す
る
通
詞
は
、
お
も
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
も
っ
て
事
務
を
処
理
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ス
ペ
イ

ト
ン
キ
ン

ン
語
を
あ
や
つ
る
者
は
、
わ
が
国
で
は
南
蛮
通
詞
と
い
い
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
取
り
つ
ぐ
者
は
蘭
通
詞
、
中
国
語
や
東
京
語
、
シ
ャ
ム
語
な
ど
を
通
訳
す
る
者
は
、

唐
通
詞
、
奉
丞
泉
通
詞
、
シ
ャ
ム
通
詞
な
ど
と
呼
ば
れ
、
幕
府
の
役
職
を
に
な
っ
て
い
た
。

（
長
崎
の
旧
称
）
に
来
航
し
、
そ
の
後
定
期
的
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
長
崎
に
は
鎖
国
時
代
に
入
る
ま
で
、
主
と
し
て
交
易
を
目
的

て
、

「
蘭
学
」
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こ
の
文
を
や
さ
し
く
現
代
風
に
訳
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
徳
川
幕
府
が
創
設
さ
れ
る
前
後
に
、
西
洋
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

っ
た
の
で
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
き
び
し
い
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
渡
来
を
許
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
で
さ
え
も
、
同
国
で
通
用
し
て
い
る
横
文

》字（オランダ語）を読んだり、書いたりすることを禁じられていた。
本
そ
の
た
め
通
詞
と
い
え
ど
も
、
た
だ
オ
ラ
ン
ダ
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
と
め
て
お
く
だ
け
で
、
も
っ
ぱ
ら
口
で
覚
え
て
お
い
て
、
通
訳
の
御
用
を
つ
と
め
て

日

い
る
う
ち
に
年
月
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
の
で
、
だ
れ
ひ
と
り
横
文
字
を
読
み
習
い
た
い
と
い
う
者
は
い
な
か
っ
た
。

杉
田
玄
白
（
一
七
一
一
一
三
～
一
八
一
七
、
江
戸
中
期
・
後
期
の
蘭
方
医
）
は
、
そ
の
最
晩
年
に
『
蘭
学
事
始
』
（
文
化
十
二
年
［
’
八
一
五
］
四
月
）
を
著
わ

す
の
で
あ
る
が
、
同
書
に
お
い
て
日
本
人
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
は
じ
め
て
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
ふ
れ
て
い
る
。

代
わ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
研
究
の
勃
興
を
み
た
の
で
あ
る
。

た
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
 

当
初
、
通
詞
が
職
制
と
な
る
ま
で
は
、
通
訳
す
る
者
は
日
本
人
だ
け
に
限
ら
ず
、
外
国
人
４
℃
い
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
西
欧
語
の
学
習
と
研
究
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ラ
テ
ン
語
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
来
航
が
禁
止
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
中
国
人
だ

け
が
入
国
し
、
交
易
を
許
可
さ
れ
て
か
ら
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
中
国
語
（
南
京
、
福
州
、
泉
州
の
方
言
）
だ
け
が
も
っ
ぱ
ら
学
習
さ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
人
以
外
の
西
洋
人
の
渡
来
が
途
絶
し
て
か
ら
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
い
っ
た
言
語
の
研
究
は
漸
次
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、

平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
長
崎
の
人
口
島
（
「
出
島
」
）
に
移
さ
れ
た
の
は
寛
永
十
八
年
（
’
六
四
一
）
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
と
き
オ
ラ
ン
ダ
人
と
い
っ
し
ょ

に
長
崎
へ
移
動
し
た
通
詞
（
（
・
一
戸
白
巴
曰
目
）
や
従
前
長
崎
に
い
た
通
詞
の
な
か
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
よ
り
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ほ
う
を
よ
く
解
す
者
が
い

○
国
初
よ
り
前
後
、
西
洋
の
事
に
付
て
は
、
し
か
人
～
の
事
有
て
、
総
て
厳
し
く
御
制
禁
仰
出
さ
れ
し
事
ゆ
え
、
渡
海
御
免
の
阿
蘭
陀
に
て
も
、
其
通
用
の
横
行
の
文

字
、
読
み
轡
の
事
は
御
禁
止
な
る
に
よ
り
、
通
詞
の
班
も
只
か
た
假
名
の
書
留
等
ま
で
に
て
、
口
づ
か
ら
記
憶
し
て
、
通
弁
の
御
用
も
弁
ぜ
し
に
て
毎
月
を
経
た
り
、
左

あ
り
し
事
な
れ
ば
、
誰
一
人
横
行
の
文
字
読
習
ひ
度
と
い
ふ
人
も
な
か
り
し
な
り
き
、
…
…
（
「
蘭
学
事
姶
上
巻
芭
）

122（３） 



こ
の
あ
と
に
つ
づ
く
文
章
は
、
耳
で
聞
き
、
□
で
か
た
る
通
訳
法
は
、
弊
害
を
と
も
な
う
の
で
、
せ
め
て
通
訳
を
職
業
と
し
て
い
る
者
だ
け
で
も
オ
ラ
ン
ダ

文
字
を
習
い
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
物
を
よ
ん
で
も
よ
い
と
い
っ
た
許
可
を
お
上
に
願
い
出
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
も
し
、
横
文
字
の
学
習
の
許
可
が

お
り
れ
ば
、
万
事
、
オ
ラ
ン
ダ
事
情
も
わ
か
る
し
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
だ
ま
さ
れ
て
も
、
こ
れ
を
問
い
た
だ
す
こ
と
も
で
き
る
。

そ
こ
で
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
（
西
善
三
郎
、
吉
雄
幸
左
衛
門
ほ
か
一
名
）
は
、
こ
の
旨
幕
府
に
懇
望
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
聞
き
と
ど
け
ら
れ
た
と
い
う
。

か
く
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
が
渡
来
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
百
年
あ
ま
り
で
、
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
文
字
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
通
交
が
は
じ
ま
っ
て
百
十
余
年
、
鎖
国
政
策
が
実
施
さ
れ
て
八
十
年
に
も
な
る
の
に
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
は
、
オ
ラ
ン

ダ
文
が
読
め
ず
に
そ
の
職
責
を
全
う
で
き
た
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

鎖
国
下
、
横
文
字
を
読
む
こ
と
は
、
西
洋
事
情
や
西
洋
文
化
に
通
じ
た
り
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
知
識
を
．
つ
る
懸
念
す
ら
あ
っ
た
か
ら
、
公

認
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
ま
た
秘
か
に
手
に
入
れ
た
洋
書
を
大
つ
ぴ
ら
に
ひ
も
と
く
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

け
れ
ど
金
銭
が
か
ら
む
大
事
な
商
取
引
に
、
耳
口
三
寸
の
学
（
耳
で
聞
き
、
口
で
語
る
）
だ
け
の
通
訳
で
用
が
っ
と
ま
る
は
ず
は
な
く
、
『
蘭
学
事
始
』
の

（
４
）
 

記
述
の
信
ぴ
ょ
う
性
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
研
究
者
に
よ
っ
て
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
た
。

も
と
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
に
し
て
も
、
学
力
の
ほ
う
は
か
な
り
個
人
差
が
あ
り
、
｜
様
で
は
な
か
っ
た
。
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
（
蘭
館
日
誌
）
か
ら
、
通

詞
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
力
に
つ
い
て
の
関
連
記
事
を
ひ
く
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

（
慶
安
二
年
）

一
六
四
九
年
四
月
二
日
…

（
明
暦
一
一
年
）

一
六
五
六
年
十
一
月
十
四

（
寛
文
二
年
）

一
六
六
二
年
八
月
二
十
八

（
寛
文
五
年
）

一
六
六
五
年
一
一
一
月
六
日
：
．

四
月
二
日
…
…
…
…
新
た
な
買

十
一
月
十
四
日
…
…
通
詞
の
の
－

て
き
た
。

十
八
日
…
…
バ
タ
ビ
ァ
か
ら
の
風
説
書
（
旨
の
肴
の
）
を
和
訳
し
、
一
通
は
長
崎
奉
行
の
黒
川
輿
兵
衛
に
、
も
う
一
通
は
幕
府
に
提
出
し
た
。

日
…
…
…
…
小
通
詞
の
凶
・
目
】
Ｃ
が
江
戸
参
府
に
上
っ
た
が
、
当
人
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ほ
ん
の
少
し
し
か
話
せ
ず
、
通
訳
の
用
が
足
せ
な
か
っ
た
。

か
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
ま
っ
た
く
知
ら
ぬ
も
同
然
（
、
目
の
９
．
鳥
目
Ｑ
碕
一
の
）
で
あ
る
。

コ
ン
プ
ラ
ド
ー
ル

貢
弁
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
Ｊ
い
）
オ
ラ
ン
ダ
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

の
９
の
印
の
］
］
日
。
ロ
（
石
橋
左
術
門
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
じ
ょ
う
ず
に
話
す
平
戸
の
］
・
印
の
①
『
曰
・
ロ
（
別
名
国
日
の
目
目
）
を
連
れ

(4)１２１ 
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と
く
に
後
者
の
一
条
か
ら
、
寛
文
年
間
オ
ラ
ン
ダ
語
通
詞
は
語
学
の
学
習
に
精
励
し
て
い
た
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
。
さ
ら
に
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
六

は
つ
と

月
附
の
「
阿
蘭
陀
方
通
事
法
度
書
」
の
中
に
見
ら
れ
る
つ
ぎ
の
一
条
、

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
ば
あ
い
、
商
取
引
の
通
訳
ば
か
り
か
、
公
文
書
や
風
説
書
の
翻
訳
が
で
き
な
い
と
、
本
分
を
全
う
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。
通
詞

が
オ
ラ
ン
ダ
の
文
字
の
読
み
書
き
を
知
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
し
て
や
幕
府
が
そ
れ
を
禁
止
し
た
と
い
う
の
は
信
じ
が
た
く
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
を
奨
励
し
、
そ
の
書
物
を
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

み
そ
か

こ
の
こ
と
は
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
九
月
晦
附
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
「
起
請
文
前
書
」
の
中
に
み
ら
れ
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
を
読
め
ば
明
ら
か

通
詞
と
は
、
言
語
が
互
い
に
異
な
る
た
め
に
話
が
通
じ
な
い
と
き
、
双
方
の
い
う
こ
と
を
翻
訳
し
、
話
を
通
じ
さ
せ
る
役
目
を
に
な
っ
た
人
を
意
味
す
る
の

だ
が
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
語
学
力
は
千
差
万
別
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

に
な
ろ
う
。

も
う
す
に
お
よ
ば
ず
く
ち
け
い
こ

す
べ

よ
う
よ
う

よ
く
い
た

、
、
、
、
、
、
、

一
大
小
通
詞
は
不
及
申
、
ロ
稽
古
の
者
に
至
る
迄
、
都
て
通
詞
は
要
用
（
だ
い
じ
）
な
役
儀
に
候
、
就
中
大
小
通
詞
は
通
弁
能
致
し
、
或
は
阿
蘭
陀
文
字
読
書

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
７
口
）

し
候
等
の
儀
共
専
用
の
事
に
候
、
…
．
：

注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

人
可
申
事

（
寛
文
十
二
年
）

（
５
）
 

一
六
七
一
一
年
一
一
月
十
一
一
日
…
…
…
オ
ラ
ン
ダ
商
館
か
ら
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
る
書
類
を
、
通
詞
が
読
め
な
い
の
で
、
商
務
員
が
代
わ
り
に
読
み
翻
訳
し
て
や
っ
た
。

つ
く
ろ
う
こ
と
虹
く
わ
げ

（公的Ｕ）

阿
蘭
陀
文
字
、
南
蛮
文
字
書
面
の
通
、
何
様
の
儀
に
て
‘
も
無
繕
有
体
に
和
解
（
翻
訳
の
意
）
可
申
上
侯
事

つ
か
戎
つ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
△
Ｄ
し

私
共
儀
、
阿
蘭
陀
通
事
役
被
仰
付
難
有
奉
存
候
上
は
、
弥
無
油
断
阿
蘭
陀
詞
稽
古
可
仕
候
、
若
―
―
一
日
葉
不
通
儀
候
は
・
二
、
仲
間
と
し
て
致
吟
味
、
常
々
精

120（５） 



を
よ
む
と
、
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
文
字
を
読
む
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
行
な
う
よ
う
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
』
に
み
ら
れ
る
説
は
、
事
実
の
認
識
に
お
い
て
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
延
宝
六
年
）

（
８
）
 

『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
」
の
一
六
七
一
二
年
十
一
月
九
日
付
の
記
述
は
、
長
崎
奉
行
・
牛
込
忠
左
衛
門
勝
登
（
寛
文
十
一
年
～
延
宝
五
年
ま
で
在
任
）
の
命
令

に
よ
り
、
十
代
の
少
年
が
数
名
、
毎
日
商
館
に
お
も
む
き
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
一
槽
古
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
し
る
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
通
詞
が
オ
ラ

ン
ダ
語
を
正
式
に
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
明
か
す
貴
重
な
記
事
で
あ
る
。

以
下
、
原
文
を
引
き
、
訳
文
（
大
意
）
を
添
え
て
み
よ
う
。

。
『
。
『
の
『
四
口
Ｑ
の
ロ
の
。
Ｅ
く
の
『
。
の
ロ
『

。
■
ゴ
の
①
ロ
』
四
℃
四
口
⑩
の
］
。
□
函
の
ロ
ロ
ロ
『
の

芹
の
］
の
①
い
の
ロ
の
ロ
⑩
◎
ず
『
》
、
の
口

通
詞
か
ら
来
た
知
ら
せ
に
よ
る
と
、

を
正
式
に
学
ぶ
よ
う
命
を
下
し
た
。

（
大
意
）

［
欄
外
］
長
崎
奉
行
の
命
に
よ
り
、

十
一
月
九
日
（
木
曜
日
）
。

長
崎
奉
行
は
十
歳
か
ら
十
二
歳
く
ら
い
の
日
本
の
少
年
を
何
名
か
、
毎
日
出
島
に
通
わ
せ
、
商
務
員
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
読
み
書
き

日
本
の
若
者
た
ち
は
毎
日
、
読
み
書
き
を
ま
な
ぶ
。

Ｄ
ｏ
ｐ
Ｑ
の
Ｈ
Ｑ
ｍ
ｍ
ｐ

①
９
○
。
［
ロ
の
ロ
Ｑ
芹
○
一
。
【
の
ロ
○
口
⑪
す
の
丙
の
ロ
〔
閂
口
四
の
Ｃ
丙
の
ロ
ｇ
・
口
（
・
の
ロ
、
◎
ロ
ぐ
の
『
ロ
の
巨
討
、
口
の
（
ぬ
の
ぐ
ｏ
ｐ
Ｑ
の
。

、
の
。
【
。
○
巨
口
の
の
『
（
ず
四
Ｑ
Ｑ
の
の
①
の
○
戸
の
【
の
〕
四
℃
四
目
⑪
の
］
。
ｐ
由
の
曰
く
四
コ
◎
門
口
【
円
の
ロ
芹
】
の
］
◎
凶
］
画
）
口
の
円
の
ｐ
ｏ
ｐ
芹
ロ
ロ
、
堅
守
ｎ
斤

。
ロ
ゴ
の
（
向
］
］
ロ
ロ
日
［
の
］
臼
の
【
の
ロ
○
○
日
の
ロ
○
日
。
。
。
【
の
⑩
ｐ
ご
ロ
ゴ
．
（
○
．
日
切
Ⅱ
ｓ
の
ロ
凹
円
の
ロ
ョ
ロ
の
ｚ
の
●
の
『
一
四
コ
厨
の

（
９
）
 

目
】
茸
の
、
四
・
の
月
田
〕
。
芹
一
の
⑩
の
ロ
の
ロ
の
○
ず
『
幹
『
の
ロ
ぐ
ｍ
ｐ
Ｑ
の
⑪
の
］
ぐ
の
。
ご
Ｑ
の
『
一
己
の
⑩
の
口
（
の
二
『
。
『
Ｑ
の
ロ
０

注
。
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
文
は
十
七
世
紀
の
も
の
。
い
ま
の
オ
ラ
ン
ダ
語
と
は
綴
字
が
異
な
る
。 の
ロ
ロ
の

ロ
】
の
『

一
四
四
一

(6)１１９ 
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稽
古
通
詞
（
【
自
丙
・
弓
巴
巨
の
】
）
と
呼
ば
れ
る
本
通
詞
の
実
子
も
し
く
は
養
子
が
、
毎
日
出
島
に
き
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
ま
な
ん
で
い

た
と
い
う
。
大
通
詞
と
も
な
れ
ば
、
｜
応
御
用
が
っ
と
ま
る
ほ
ど
の
語
学
力
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ケ
ン
ペ
ル
が
日
本
に
い
た
当
時
、
そ
の
子
息
ら

の
学
力
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
は
い
え
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
多
く
解
さ
な
い
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
た
め
に
出
島
に
出
入
り
し
た
通
詞
と
そ
の
卵
は
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
学
ん
だ
の
か
、
教
授
法
や
学
習
方
法
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
ぬ
こ

と
が
多
い
。
が
、
通
詞
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
初
歩
を
ま
ず
「
ア
ベ
、
ブ
ッ
ク
」
（
し
国
国
・
の
丙
）
と
か
「
レ
ッ
テ
ル
、
コ
ン
ス
ト
」
（
Ｐ
の
茸
の
『
【
目
閂
）
な
ど
の

小
冊
子
で
勉
強
し
た
の
ち
、
「
エ
ン
ヶ
ル
、
ウ
ヲ
ー
ル
ド
」
（
の
具
の
一
言
。
。
ａ
”
単
語
〃
の
意
）
を
数
百
ほ
ど
覚
え
、
つ
い
で
「
サ
ー
メ
ン
ス
プ
ラ
ー
ク
」

（
ｕ
）
 

（
⑪
四
日
の
ロ
の
己
【
四
鳥
”
会
話
”
の
意
）
オ
ラ
ン
ダ
語
の
作
文
、
算
術
な
ど
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
源
流
を
た
ど
る
と
、
平
戸
や
長
崎
に
い
た
通
詞
た
ち
が
そ
の
開
祖
で
あ
り
、
新
井
白
石
、
青
木
昆
陽
、

（
吃
）

前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
そ
の
他
が
江
戸
方
面
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
研
究
し
、
蘭
学
勃
興
の
端
緒
を
ひ
ら
く
の
は
後
年
の
》
」
と
で
あ
る
。

ま
た
通
詞
と
は
く
つ
に
、
平
戸
や
長
崎
の
土
着
の
者
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
あ
る
い
は
中
国
語
に
多
少
通
じ
て
い
た
人
間
も
い
た
か
と
お
も

一
ｚ
－
Ｃ
ｏ

が
わ
か
る
程
度
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

通
詞
の
数
に
入
ら
な
い
見
習
い
通
訳
の
少
年
た
ち
は
、
つ
ね
に
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
の
身
辺
に
あ
っ
て
、
そ
の
雑
用
や
給
仕
を
し
な
が
ら
、
耳
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

語
を
覚
え
る
こ
と
に
努
め
た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
ケ
ン
ペ
ル
に
よ
れ
ば
、
ま
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
語
が
話
せ
る
者
は
ひ
と
り
も
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も
多
少
こ
と
ば

ダ
通
詞
が
百
二
十
三
名
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
た
め
に
出
島
に
通
っ
た
少
年
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
小
通
詞
の
子
息
た
ち
で
あ
ろ
う
。
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
（
一
六
五
一
～
一

七
一
六
、
出
島
の
医
官
）
の
『
曰
本
誌
』
に
よ
る
と
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は
、
昼
間
給
仕
の
た
め
に
数
名
の
少
年
を
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た

お
と
な

（
皿
）

と
い
い
、
乙
名
（
町
役
人
）
の
と
｝
」
ろ
に
は
「
使
丁
」
の
名
称
で
登
録
さ
れ
て
い
た
。

ケ
ン
ペ
ル
が
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医
師
と
し
て
来
日
し
た
の
は
一
六
九
○
年
（
元
禄
三
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
に
一
一
ヵ
年
滞
在
し
た
の

ち
、
パ
タ
ビ
ァ
経
由
で
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
長
崎
に
は
「
通
詞
」
（
日
の
目
臼
）
ま
た
は
「
通
詞
衆
」
（
『
の
）
目
の
一
の
旨
）
と
呼
ば
れ
る
オ
ラ
ン
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長
崎
の
通
詞
が
、
ど
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
に
手
を
そ
め
て
行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
槻
玄
沢
の
『
蘭
学
階
梯
坤
』
の
「
修
学
」
に
や
や
く

わ
し
い
記
事
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
大
要
を
記
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

ｌ
長
崎
の
訳
官
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
は
じ
め
る
と
き
は
、
ま
ず
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
読
み
方
、
書
き
方
、
綴
字
な
ど
を
学
習
し
、
そ
の
あ
と
「
ザ
ー
メ
ン
ス
プ

ラ
ー
カ
」
と
い
っ
て
、
ふ
だ
ん
の
談
話
（
会
話
）
を
集
め
た
も
の
を
習
う
。
こ
れ
ら
は
通
弁
術
を
習
い
お
ぼ
え
る
と
き
、
ま
ず
行
な
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
理
解
し
た
の
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
文
の
書
き
方
を
習
い
、
わ
か
ら
な
い
と
き
は
先
輩
や
朋
友
に
質
問
し
た
り
、
と
き
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
も
尋
ね
て
正
し

て
も
ら
う
。
右
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
学
ぶ
の
が
本
式
の
教
授
法
で
あ
る
が
、
長
崎
で
な
い
と
本
格
的
に
学
習
で
き
な
い
。

幕
府
八
代
将
軍
吉
宗
（
一
六
八
四
～
’
七
五
一
、
一
七
一
六
［
享
保
元
年
］
～
一
七
四
五
年
［
延
享
元
年
］
在
位
）
の
時
代
は
、
日
本
の
洋
学
史
上
も
つ
と

（
過
）

も
蘭
学
・
医
学
・
天
文
学
な
ど
が
発
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
と
く
に
洋
学
が
公
然
と
奨
励
さ
れ
て
興
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

幕
府
に
お
い
て
も
、
四
代
将
軍
家
綱
（
一
六
四
一
～
八
○
）
、
五
代
将
軍
綱
吉
（
一
六
四
六
～
一
七
○
九
）
の
こ
ろ
、
医
師
が
オ
ラ
ン
ダ
書
を
読
習
す
る
の

（
Ｍ
）
 

い
え
は
ろ

を
黙
認
し
て
い
た
ら
し
く
、
吉
宗
の
時
代
を
経
て
十
代
将
軍
家
治
（
’
七
一
二
七
～
八
六
、
一
七
六
○
［
宝
暦
十
年
］
～
八
六
［
天
明
六
年
］
在
位
）
の
治
世
、

老
中
・
田
沼
意
次
の
時
代
に
な
る
と
、
洋
学
（
蘭
学
）
の
研
究
に
従
う
も
の
が
ふ
え
、
ひ
じ
ょ
う
に
盛
ん
と
な
り
、
つ
い
に
「
解
体
新
書
」
や
「
蘭
学
階
梯
」

（
初
学
者
た
め
の
オ
ラ
ン
ダ
語
入
門
書
）
の
出
版
を
み
た
が
、
幕
府
の
干
渉
を
な
ん
ら
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
ク
ン
ス
ト
）

吉
宗
の
御
世
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
大
通
詞
・
西
善
一
｜
一
郎
（
一
七
一
七
～
六
八
、
享
保
一
一
年
～
明
和
五
年
）
は
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
「
コ
ン
ス
ト

（
ウ
オ
ー
ル
デ
ン
ブ
ッ
ク
）

（
旧
）

ウ
ヲ
ー
ル
ド
」
（
尻
目
の
一
‐
三
○
・
日
の
ロ
ロ
。
の
己
を
借
り
だ
す
と
、
そ
の
写
本
を
一
一
一
部
も
つ
く
っ
た
が
、
こ
れ
を
見
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
そ
の
精
力
に
感
心
し
、

ン
ス
の
動
物
書
）
で
』

覚
え
た
ら
よ
か
ろ
う
、

そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
一

こ
う
い
っ
た
精
進
ぶ
り
は
、
や
が
て
吉
宗
の
耳
に
達
し
た
よ
う
だ
。
か
れ
は
ま
だ
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
な
ん
な
り
と
一
冊
差

し
だ
す
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
の
と
き
将
軍
が
見
た
の
は
、
「
図
入
の
本
」
（
’
六
六
三
年
に
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ダ
イ
ク
が
献
上
し
た
Ｊ
・
ヨ
ン
ス
ト

（
肥
）

ン
ス
の
動
物
書
）
で
あ
り
、
そ
の
精
密
な
絵
に
お
ど
ろ
き
、
そ
の
説
明
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
ら
有
益
で
あ
ろ
う
、
江
戸
で
も
だ
れ
か
オ
ラ
ン
ダ
文
字
を
学
び

そ
の
辞
典
を
あ
た
え
た
と
い
う
（
「
蘭
学
事
始
」
上
巻
）
。

｜
名
が
吉
宗
の
内
命
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
ま
な
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

と
い
っ
た
。
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っ
た
。
｝

始
上
竺
）

吉
宗
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
内
命
を
う
け
た
二
人
は
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
ご
ろ
か
ら
、
毎
年
春
に
な
る
と
将
軍
に
拝
礼
に
や
っ
て
く
る
オ
ラ
ン
ダ

人
や
通
詞
た
ち
か
ら
、
か
れ
ら
の
み
じ
か
い
滞
在
中
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
公
務
多
忙
の
た
め
ゆ
っ
く
り
学
ぶ
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
数
年
か
か
っ
て
、
よ
う
や
く
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
つ
ぎ
に
か
か
げ
る
よ
う
な
単
語
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
「
蘭
学
事

Ｈ
惠
図
⑤
曽
壱
の

著
わ
し
た
。

こ
ん
よ
う

と
う
ふ
い

青
木
は
江
戸
に
お
い
て
魚
問
屋
の
子
と
Ｉ
し
て
生
ま
れ
、
通
称
は
文
蔵
と
い
っ
た
。
号
は
昆
陽
。
京
都
の
儒
者
・
伊
藤
東
涯
（
仁
斎
の
子
）
に
つ
い
て
古
学
を

か
ん
し
ょ

学
び
、
の
ち
吉
宗
に
認
め
ら
れ
幕
府
に
出
仕
。
さ
つ
ま
い
ふ
も
の
栽
培
を
奨
励
し
「
甘
藷
先
生
」
と
あ
だ
名
さ
れ
た
。

野
呂
と
青
木
の
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
長
崎
に
お
も
む
い
て
学
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
も
の
の
よ
う
で
、
あ
と

野
呂
と
青
木
の
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
長
催

は
自
学
自
習
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

野
呂
は
伊
勢
の
人
で
あ
る
。
通
称
は
源
次
と
い
っ
た
。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
十
月
御
目
見
医
師
に
任
用
さ
れ
、
の
ち
Ｊ
・
ヨ
ン
ス
ト
ン
の
動
物
書
（
］
・

］
ｏ
ｐ
ｍ
芹
○
口
の
卯
」
ご
ロ
曾
呑
§
且
西
、
砧
惹
賜
Ｓ
司
邑
昌
曽
、
旨
言
§
」
ニ
ロ
ミ
置
司
＆
の
べ
国
⑮
下
『
○
の
（
碕
⑮
Ｒ
惠
国
甸
斡
「
冴
沼
當
曾
国
【
○
の
巳
。
◎
醐
③
三
口
荷
「
Ｒ
惠
阿
『
⑤
葛
・
巽
守
。
苫
討
③
』
‐

（
灯
）

【
評
『
§
、
の
｛
§
ぬ
圏
曾
□
日
呑
§
・
］
①
ｇ
）
を
参
府
の
オ
ラ
ン
ダ
人
や
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
協
力
を
え
て
、
解
説
し
、
「
阿
蘭
陀
禽
獣
虫
魚
図
和
解
」
（
｜
巻
）
を

の
る
げ
ん
じ
よ
う

御
医
師
・
野
呂
元
丈
（
一
六
九
一
一
一
～
一
七
六
一
、
江
戸
中
期
の
医
家
・
本
草
家
）

御
儒
者
・
青
木
文
蔵
（
一
六
九
八
～
’
七
六
九
、
江
戸
中
期
の
儒
者
・
蘭
学
者
、
書
物
奉
行
）

ダヘ
ラ’

１メ

カル

ソ
ン

龍天日

マ
ー
ン

ア
ー
ル
ド

（
イ
）

一
ナ
ヰ
ゲ
ル

虎地月

ス
テ
ル
レ

メ
ン
ス

ブ
ロ
イ
ム
ポ
ー
ム

梅人星
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前
野
良
沢
（
一
七
二
三
～
一
八
（

化
“
と
い
う
の
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
ル

ラ
ン
ダ
語
学
習
を
お
も
い
立
っ
た
。

こ
う
お
う

蘭
学
を
志
し
た
機
縁
を
あ
た
え
た
の
は
、
淀
藩
の
坂
江
鴎
と
い
う
、
隠
遁
生
活
に
入
っ
て
い
る
人
だ
っ
た
。
同
人
は
、
あ
る
日
の
》
」
と
、
良
沢
に
オ
ラ
ン
ダ

（
旧
）

書
の
残
篇
を
み
せ
、
こ
れ
は
読
め
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
。
当
時
、
良
沢
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
知
識
は
．
ま
っ
た
く
な
く
、
そ
の
本
を
借
り
う
け
、
つ
く

づ
く
お
も
っ
た
。
国
は
ち
が
い
、
こ
と
ば
が
違
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
お
な
じ
人
間
が
書
い
た
も
の
が
分
か
ら
ぬ
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
で
ひ
と
つ
オ
ラ
ン
ダ

づ
く
お
も
っ
た
。
国
は
ち
が
い
、
こ
１

語
を
学
ん
で
み
よ
う
と
思
い
た
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
二
人
は
当
睦

の
ち
に
青
木
文
蔵
は
、
『
和
蘭

よ
っ
て
継
承
発
展
さ
れ
て
ゆ
く
。

こ
れ
ら
の
語
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
あ
て
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

明
和
初
年
（
一
七
六
四
～
七
一
）
の
春
、
良
沢
は
杉
田
玄
白
の
ひ
き
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
、
参
府
の
大
通
詞
・
西
善
三
郎
と
会
っ
た
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学

国
○
口
（
ロ
］
）

冒
日
の
］
（
天
）

・
『
口
鳥
（
龍
）

ず
ロ
ロ
ワ
。
＄
（
竹
）

パ
ム
プ
ー
ス
竹

（
一
七
二
一
一
一
～
一
八
○
三
、
江
戸
中
期
の
蘭
方
医
）
は
、
豊
前
国
（
現
・
大
分
県
）
の
人
で
あ
る
。
通
称
は
良
沢
、
俗
称
は
蘭
化
と
い
っ
た
。
“
蘭

）
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
化
物
」
の
意
で
あ
る
。
中
津
藩
奥
平
家
の
医
官
で
あ
っ
た
が
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
四
十
七
歳
の
と
き
、
発
奮
し
、
オ

こ
の
二
人
は
当
時
江
戸
に
お
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
は
じ
め
た
最
初
の
ひ
と
で
あ
っ
た
。

り
よ
う
た
く

文
蔵
は
、
『
和
蘭
貨
幣
考
』
『
和
蘭
話
訳
』
『
和
蘭
文
訳
』
『
和
蘭
文
字
略
考
』
（
二
一
巻
）
を
著
わ
し
た
。
か
れ
の
研
讃
の
成
果
は
、
前
野
良
沢
に

『
ゴ
ロ
四
目
。
（
ロ
月
）

目
ａ
の
（
地
）

感
］
ぬ
円
（
虎
）

の
肩
月
の
（
星
）

日
の
ロ
の
目
（
日
の
ロ
の
）
（
人
）

己
『
日
日
ｇ
ｏ
ｏ
目
（
梅
）
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ま
さ
か

明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
、
良
沢
は
主
君
の
奥
平
昌
鹿
公
に
請
い
、
長
崎
に
百
日
ほ
ど
遊
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
こ
の
間
に
大
通
詞
の
士
口
雄
楢
林
ら
の
訳
官
に

つ
い
て
一
心
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
青
木
先
生
か
ら
ま
な
ん
だ
蘭
和
対
訳
の
単
語
集
を
復
習
訂
正
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
補
足
し
、
よ
う
や
く
七
百
語
ほ
ど
の

単
語
を
お
ぼ
え
た
。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
の
字
体
や
文
章
な
ど
も
筆
写
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
も
少
し
買
い
も
と
め
て
江
戸
に
帰
っ
た
。

し
か
し
、
ま
だ
オ
ラ
ン
ダ
文
の
章
句
や
構
造
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
で
き
る
学
力
は
な
か
っ
た
の
で
、
ふ
た
た
び
長
崎
に
遊
学
し
、
通
詞
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い

た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
辞
書
（
ピ
ィ
テ
ル
・
マ
リ
ン
の
『
蘭
仏
・
仏
蘭
辞
典
』
）
や
医
学
書
を
五
、
六
冊
ゆ
ず
り
う
け
て
江
戸
に
も
ど
っ
た
。

そ
の
後
、
た
ゆ
ま
ず
勉
学
に
励
ん
で
六
、
七
年
も
す
る
と
、
疑
問
が
と
け
、
オ
ラ
ン
ダ
文
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
訳
筆
を
と
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
歳
月
既
二
六
七
年
ヲ
経
テ
継
燃
ト
メ
自
得
ス
ル
所
ア
リ
ー
ナ
熾
〆
テ
和
蘭
書
翻
訳
ノ
成
業
ヲ
遂
ケ
ラ
レ
シ
ト
ナ
リ
」
（
『
蘭
学
階
梯
乾
』
）

洋
学
の
研
究
と
い
う
か
ら
に
は
、
洋
書
が
な
く
て
は
何
も
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
は
禁
書
政
策
を
と
り
、
と
く
に
長
崎
に
輸
入
さ
れ
る
漢

ヤ
ソ

籍
（
お
も
に
キ
リ
ス
ト
教
関
係
書
）
に
神
経
を
使
っ
た
。
「
禁
書
」
と
い
う
の
は
、
ふ
つ
う
「
好
書
故
事
」
巻
七
十
四
に
み
ら
れ
る
「
耶
蘇
ノ
教
書
」
を
指
し

び
た
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
相
手
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
理
解
す
る
こ
と
は
と
て
も
む
ず
か
し
い
か
ら
、
お
や
め
に
な
っ
た
ほ
う
が
よ
い
、
と
諭
さ

れ
た
。
が
、
い
つ
も
オ
ラ
ン
ダ
語
の
こ
と
が
念
頭
か
ら
去
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
青
木
文
蔵
先
生
が
オ
ラ
ン
ダ
学
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
は
さ
ん
だ
前
野
は
、
紹
介
を
求
め
て
そ
の
門
人
と
な
り
、
「
和
蘭
文
字
略
考
』

（
青
木
が
著
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
入
門
書
）
を
授
か
り
、
日
夜
熱
心
に
同
書
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
。
と
き
に
良
沢
四
十
七
歳
。
明
和
六
年
（
｜
七

そ
の
う
ん

六
九
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
師
の
青
木
昆
陽
は
、
良
沢
の
「
一
三
』
福
厚
キ
ー
感
ジ
テ
其
穂
（
奥
）
ヲ
尽
シ
テ
伝
」
（
『
蘭
学
階
梯
乾
』
）
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ

籍
（
お
△

て
い
る
。

に
追
放
さ
れ
、
鎖
南

（
旧
）

消
滅
し
て
行
っ
た
。

ｚ
》
。わ
が
国
に
は
じ
め
て
洋
書
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
来
航
す
る
外
国
船
の
乗
組
員
や
宣
教
師
で
あ
り
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
が
厳
禁
と
な
り
、
宣
教
師
が
国
外

追
放
さ
れ
、
鎖
国
が
布
か
れ
て
か
ら
は
、
一
般
民
衆
は
洋
書
と
接
す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
せ
っ
か
く
身
に
つ
け
た
外
国
語
の
知
識
も
時
の
経
過
と
と
も
に

し
か
し
、
長
崎
の
通
詞
だ
け
は
職
掌
が
ら
語
学
が
で
き
な
い
と
、
仕
事
に
支
障
が
あ
る
の
で
横
文
字
や
洋
書
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
オ
ラ
ン
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長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
取
引
帳
簿
な
ど
を
分
析
し
て
著
わ
し
た
山
脇
悌
二
郎
の
『
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
１
１
世
界
の
な
か
の
鎮
国
日
本
』
（
中
央
公
論
、

昭
和
弱
・
６
）
に
、
「
書
籍
・
学
術
用
具
」
の
章
が
あ
り
、
こ
の
中
で
江
戸
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
書
籍
に
つ
い
て
論
じ
て
あ
る
。

以
下
、
同
書
を
参
照
し
つ
つ
、
輸
入
洋
書
に
つ
い
て
話
を
す
す
め
て
み
よ
う
。

い
っ
た
い
江
戸
時
代
に
ど
の
く
ら
い
の
数
の
オ
ラ
ン
ダ
書
（
蘭
書
）
が
輸
入
さ
れ
た
も
の
か
。
そ
の
正
確
な
冊
数
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
化
・
文
政
・

天
保
年
間
（
一
八
○
四
～
四
三
）
か
ら
幕
末
期
（
一
八
六
八
）
に
か
け
て
輸
入
さ
れ
た
の
は
数
千
冊
、
お
そ
ら
く
一
万
冊
は
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
・

洋
書
は
、
自
然
科
学
系
の
も
の
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
幕
府
高
官
の
注
文
に
応
じ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
通
詞
た
ち
の
た
め
に
輸
入
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
つ
ぎ
に
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
洋
書
が
長
崎
に
舶
載
さ
れ
た
か
を
簡
単
に
一
覧
表
に
し
て
み
よ
う
。

ダ
商
館
を
通
じ
て
、
洋
》

必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
の
前
半
期
に
あ
っ
て
は
、
洋
書
が
商
品
と
し
て
多
量
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
や
そ
れ
を
読
む
者
も
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ

慶
応
～
寛
文
期
（
一
六
四
八
～
七
二
）
…
…
…
…
お
も
に
医
書
（
解
剖
単
奮
皀
・
外
科
誉
・
本
草
書
）
と
世
界
地
図
。

延
宝
～
寛
延
期
（
一
六
七
三
～
一
七
四
八
）
…
…
ほ
と
ん
ど
舶
戟
が
な
い
。

宝
暦
期
（
一
七
五
一
～
一
七
六
三
）
…
…
…
…
…
と
く
に
通
詞
た
ち
を
対
象
に
し
た
輸
入
が
ふ
え
る
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
マ
の
蘭

し
キ
ク
コ
ン

仏
辞
典
、
ピ
ェ
ー
ル
。
マ
リ
ン
の
辞
典
（
仏
蘭
・
蘭
仏
の
上
下
一
一
冊
）
、
言
語
辞
典
（
ラ
テ
ン
語
を
見
出
し
に
し
て

蘭
訳
し
た
も
の
）
、
同
七
年
（
一
七
五
七
）
に
は
ド
イ
ツ
の
医
家
ラ
ウ
レ
ン
ス
・
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
。
同
十
三

年
（
一
七
六
三
）
に
は
、
ド
イ
ツ
の
学
者
ヨ
ハ
ン
・
ヒ
ュ
プ
ネ
ル
の
蘭
訳
地
理
学
書
。
レ
キ
シ
コ
ン

明
和
期
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
一
）
…
…
…
…
…
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
は
、
ド
イ
ツ
の
学
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヤ
コ
プ
・
ワ
イ
ッ
の
医
学
辞
典
の
蘭
訳
な
ら
び
に
地

図
帳
、
同
二
年
に
は
『
自
然
科
学
入
門
』
の
医
学
辞
典
、
同
七
年
（
’
七
七
○
）
に
は
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
こ

（
ド
イ
ツ
の
解
剖
学
者
ヨ
ァ
ン
・
ア
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
の
解
剖
学
入
門
書
の
蘭
訳
）
。

洋
書
を
仕
入
れ
た
り
、
あ
る
い
は
出
島
に
勤
務
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
そ
れ
を
ゆ
ず
っ
て
も
ら
う
と
き
に
は
、
長
崎
奉
行
の
許
可
を
得
る

(12）１１３ 
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長
崎
に
お
い
て
は
、
と
く
に
通
詞
の
子
弟
ら
は
幼
い
と
き
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
に
親
し
み
、
さ
ら
に
出
島
に
出
入
り
し
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
用
を
弁
じ
な
が
ら
、

生
活
を
通
し
て
こ
と
ば
を
覚
え
、
さ
ら
に
直
か
に
か
れ
ら
か
ら
指
導
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
何
事
に
よ
ら
ず
、
人
間
の
智
力
に
は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、

通
詞
の
語
学
力
に
し
て
も
段
差
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
ち
が
い
に
か
れ
ら
の
学
力
は
低
か
っ
た
と
は
決
し
て
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
中
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
す

市
中
に
出
回
っ
た
。

鎮
国
時
代
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
研
究
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
本
来
の
仕
事
は
、
通
訳
と
商
業
上
の
用
務
を
果
た

（
皿
）

す
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
問
的
研
究
は
、
公
務
の
ム
ロ
い
間
に
や
る
余
技
も
し
く
は
副
業
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
江
戸
に
お
い
て
は
、
医
業
を
専
門
と
す
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
解
剖
書
の
翻
訳
研
究
が
く
わ
だ
て
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
新
た

し
や
ち
ゅ
う

に
学
界
が
生
ま
れ
た
。
翻
訳
と
学
術
研
究
を
目
的
と
し
た
医
師
た
ち
の
社
中
（
仲
間
）
は
、
前
野
良
沢
（
四
十
九
歳
）
を
盟
主
（
〈
室
長
）
と
す
る
、

ゆ
た
つ

蘭
学
は
文
化
か
ら
天
保
（
一
八
○
四
～
一
八
四
一
二
）
に
か
け
て
社
会
に
広
ま
っ
て
行
き
、
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
に
は
蘭
学
奨
励
の
諭
達
（
お
ふ
れ
）
が

（
幻
）

出
る
ま
で
に
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
洋
書
の
輸
入
も
ふ
え
て
行
っ
た
よ
う
だ
。
嘉
永
三
年
（
’
八
五
○
）
九
月
、
輸
入
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
窒
曰
籍
は
す
べ
て

そ
の
書
名
を
長
崎
奉
行
に
届
け
出
、
そ
の
許
可
を
え
た
も
の
だ
け
が
販
売
を
ゆ
る
さ
れ
た
。

安
政
六
年
（
’
八
五
九
）
七
月
、
神
奈
川
・
長
崎
・
箱
館
が
開
港
さ
れ
、
貿
易
が
は
じ
ま
る
と
、
各
運
上
所
に
お
い
て
検
閲
を
う
け
、
許
可
を
え
た
も
の
が

以
上
で
あ
っ
た
。

ぐ
れ
た
者
も
い
た
。

通
詞
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。

長
崎
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
に
と
っ
て
絶
好
の
場
所
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
場
所
と
な
る
と
教
え
る
人
な
く
、
学
ぶ
に
学
舎
は
な
く
、
そ
の
困
難
は
想
像

杉
田
玄
白
（
一
七
一
一
一
三
～
一
八
一
七
Ⅱ
享
保
肥
～
文
化
ｕ
、
小
浜
藩
の
侍
医
）

し
ゅ
ん
あ
ん

中
川
淳
庵
（
一
七
三
九
～
八
一
ハ
Ⅱ
元
文
４
～
天
明
６
、
小
浜
藩
の
侍
医
）

ほ
し
ゅ
う

桂
川
甫
周
（
一
八
一
一
六
～
八
一
Ⅱ
文
政
９
～
明
治
ｕ
、
幕
府
奥
医
師
）

112（13） 



中
川
は
『
タ
ー
ヘ
ル

な
か
っ
た
が
、
同
書
に

る
点
に
お
ど
ろ
い
た
。

ほ
ん
ぞ
う

小
浜
藩
医
の
中
川
淳
庵
は
、
か
ね
て
本
草
学
（
薬
用
と
す
る
動
植
鉱
物
な
ど
を
研
究
す
る
、
中
国
古
来
の
学
問
）
や
オ
ラ
ン
ダ
の
博
物
学
（
動
植
鉱
物
、
地

質
学
な
ど
の
総
称
）
な
ど
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
毎
年
、
春
に
な
る
と
江
戸
に
や
っ
て
く
る
オ
ラ
ン
ダ
人
と
通
詞
た
ち
の
定
宿
（
江
戸
本
石
町
の
長
崎

屋
）
に
出
入
り
し
て
い
た
。
明
和
八
年
（
’
七
七
一
）
春
の
こ
と
、
中
川
は
か
れ
ら
の
宿
舎
に
行
く
と
、
通
詞
の
ひ
と
り
が
、
ヨ
ハ
ン
・
ア
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス

箸
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
』
（
蘭
訳
・
日
日
符
］
レ
ロ
ｇ
ｏ
ロ
］
旨
．
｜
七
一
一
一
四
年
）
と
カ
ス
パ
ル
ス
・
パ
ル
ト
リ
ヌ
ス
（
デ
ン
マ
ー
ク
人
）
『
カ
ス
パ
リ
ュ
ス
・

ア
ナ
ト
ミ
ァ
』
（
○
四
の
忌
目
一
の
し
ご
ｇ
ｏ
白
旨
》
刊
行
年
不
詳
）
と
い
っ
た
人
体
解
剖
書
を
一
一
冊
取
り
だ
し
て
き
て
、
希
望
者
が
あ
れ
ば
ゆ
ず
っ
て
も
よ
い
、
と
い

ら
八
名
か
ら
成
っ
て
い
た
。
は
じ
め
前
野
、
杉
田
、
中
川
ら
三
名
一

読
解
し
た
い
と
お
も
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
書
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

杉
田
家
は
、
オ
ラ
ン
ダ
流
の
外
科
を
専
門
と
し
て
い
た
か
ら
、
か
れ
は
わ
が
家
に
も
こ
の
よ
う
な
本
を
本
箱
に
備
え
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
こ
ろ
杉
田
家
は
た
い
へ
ん
貧
乏
だ
っ
た
。
そ
の
本
を
買
い
求
め
る
金
が
な
い
。
そ
こ
で
藩
の
家
老
に
た
の
み
、
よ
う
や
く
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
値
い
に

つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
相
当
値
の
は
る
も
の
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

杉
田
玄
白
が
藩
に
買
い
上
げ
て
も
ら
っ
た
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
』
の
正
式
の
原
書
名
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

っ
た
。

し
よ
う
て
つ

桐
山
正
哲
（
？
～
一
八
一
五
Ⅲ
Ⅱ
文
化
旭
、
弘
前
藩
の
侍
医
）

石
川
玄
常
（
伝
記
不
詳
）

か
ら
す
や
ま
し
よ
う
え
ん

烏
山
松
園
（
伝
記
不
詳
）

み
ね
し
ゅ
ん
た
い

嶺
春
泰
（
一
七
四
六
～
九
一
二
Ⅱ
延
享
３
～
寛
政
５
、
高
崎
藩
の
侍
医
）

１
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
こ
の
方
を
家
に
持
ち
か
え
る
と
、
同
僚
の
杉
田
玄
白
に
そ
れ
を
見
せ
た
。
当
時
、
杉
田
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
一
宇
も
読
め

同
書
に
添
え
ら
れ
て
い
る
内
臓
や
骨
格
な
ど
の
挿
絵
を
み
て
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
と
大
い
に
異
な
っ
て
い

中
川
ら
三
名
で
は
じ
ま
っ
た
研
究
会
は
、
し
だ
い
に
仲
間
が
ふ
え
、
八
名
に
な
っ
た
の
だ
が
、
か
れ
ら
が
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こ
の
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
こ
そ
、
杉
田
玄
白
が
は
じ
め
て
入
手
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
本
で
あ
っ
た
。
や
が
て
か
れ
は
こ
の
解
剖

書
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
同
書
に
み
ら
れ
る
図
譜
と
実
物
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
い
と
お
も
っ
て
い
た
矢
先
、
願
っ
て
も
な
い
知
ら
せ
が
舞
い
込
ん
だ
。

ま
が
り
ぶ
ち

と
く
の
う

明
和
八
年
一
一
一
月
一
一
一
日
（
一
七
七
一
・
四
・
’
七
）
の
夜
の
こ
と
で
あ
る
。
町
奉
行
曲
渕
甲
斐
守
の
家
来
で
、
得
能
万
兵
衛
と
い
う
者
か
ら
手
紙
が
き
た
。

こ
つ

そ
れ
に
は
、
明
日
お
か
か
え
医
師
の
何
某
と
い
う
も
の
が
、
千
住
の
骨
が
原
（
現
・
荒
川
区
南
千
住
五
丁
目
に
あ
る
「
小
塚
原
回
向
院
」
の
墓
地
が
あ
る
あ

た
り
）
で
「
脇
分
け
」
（
解
剖
）
を
す
る
の
で
、
も
し
観
臓
の
お
望
み
が
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
へ
お
い
で
下
さ
い
、
と
い
っ
た
文
章
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。

玄
白
は
同
僚
医
師
の
小
杉
玄
適
（
一
七
三
○
～
九
一
）
か
ら
、
京
都
の
西
郊
に
お
い
て
師
の
山
脇
東
洋
（
一
七
○
五
～
六
二
、
江
戸
中
期
の
古
方
医
）
が
、

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
刑
屍
を
解
剖
し
た
と
き
、
お
供
を
し
て
観
臓
を
お
こ
な
っ
た
話
を
聞
い
て
い
た
。
玄
白
は
か
ね
て
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
が
図
示
し

て
い
る
も
の
と
、
じ
っ
さ
い
の
臓
器
が
ど
う
違
う
の
か
、
そ
れ
を
比
較
対
照
し
て
み
た
い
と
お
も
っ
て
い
た
し
、
ま
た
東
洋
が
著
し
た
『
蔵
志
』
（
二
巻
、
宝

暦
九
年
（
一
七
五
九
）
刊
、
日
本
で
最
初
の
解
剖
図
誌
）
と
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
調
べ
て
み
よ
う
と
お
も
っ
た
。

杉
田
は
、
鮪
分
け
に
立
ち
会
え
と
は
、
こ
の
う
え
も
な
い
幸
運
と
ば
か
り
、
こ
お
ど
り
し
て
喜
ん
だ
。
と
同
時
に
、
千
載
一
遇
の
こ
の
好
機
を
ひ
と
り
じ
め

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
、
家
業
に
熱
心
な
中
川
淳
庵
、
前
野
良
沢
を
は
じ
め
、
だ
れ
か
れ
と
知
ら
せ
を
出
し
た
。

わ
た
し
は
同
書
を
東
京
大
学
総
合
図
書
館
で
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
背
と
か
ど
は
皮
で
あ
り
、
背
文
字
は
湊
．
【
□
旧
旨
口
の
シ
ｚ
シ
弓
○
富
田
と
な

っ
て
い
る
。
東
大
本
（
’
七
三
四
年
刊
）
は
状
態
が
良
好
で
あ
る
。
本
の
大
き
さ
は
、
池
、
×
唖
皿
厚
さ
は
３
ｍ
で
あ
る
。
本
文
は
二
四
九
頁
、
巻
尾
に
付

録
が
十
数
ペ
ー
ジ
つ
い
て
い
る
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
教
授
酒
井
恒
の
訳
述
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ァ
と
解
体
新
書
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
が
あ
る
の

で
日
本
語
訳
で
よ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
解
剖
学
表
ｌ
図
譜
と
解
説
付
。
人
間
の
か
ら
だ
の
構
造
と
そ
の
部
位
の
機
能
を
描
き
説
明
し
た
も
の
。
ヨ
ハ
ン
・
ア
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
箸
。
同
人
は
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の

ド
ク
ト
ル
に
し
て
大
学
教
授
。
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
。
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
の
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
へ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
・
デ
ィ
ク
テ
ン
。
一
七
三
四
年
に

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ヤ
ン
ス
ゾ
ー
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・
ワ
ー
ス
ベ
ル
ヘ
社
よ
り
刊
行
。

（
大
意
）
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骨
ヶ
原
の
胴
分
け
は
、
日
本
の
医
学
史
上
に
お
け
る
画
期
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
前
野
、
杉
田
、
中
川
ら
は
解
剖
に
じ
っ
さ
い
立
ち
会
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

西
洋
医
学
の
卓
越
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。
杉
田
は
、
ク
ル
ム
ス
の
解
剖
書
の
一
部
で
も
翻
訳
で
き
れ
ば
、
人
体
の
内
外
の
こ
と
も
は
っ
き
り
す
る
し
、

治
療
を
お
こ
な
う
う
え
で
大
き
な
利
益
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
と
、
前
野
は
皆
さ
ん
が
読
解
し
た
い
希
望
が
お
あ
り
な
ら
、
わ
た
し
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
素
地

そ
の
曰
、
肺
分
け
の
仕
事
を
す
る
の
は
、
虎
松
と
い
う
者
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
か
れ
は
急
に
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
急
き
ょ
そ
の
祖
父
だ
と
い
う
九
十
歳
に

な
る
者
が
代
わ
り
に
行
な
っ
た
。
か
れ
は
そ
れ
ま
で
に
数
体
解
剖
し
た
経
験
が
あ
り
、
こ
れ
は
何
、
こ
れ
は
…
で
あ
る
、
と
臓
器
を
切
り
分
け
て
説
明
し
た
。

前
野
と
杉
田
は
、
共
に
携
え
て
行
っ
た
ク
ル
ム
ス
の
解
剖
書
に
あ
る
図
と
じ
っ
さ
い
人
体
の
各
部
位
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
た
だ
驚
嘆
す

る
し
か
な
か
っ
た
。

を
着
て
い
た
ら
し
く
、
本
名
は
不
詳
）
と
い
っ
た
。

「
こ
れ
は
ロ
ン
グ
（
一
目
、
）
と
い
つ
〒

と
で
、
ミ
ル
ト
（
日
豈
）
と
い
う
の
は
噸

と
、
図
を
指
し
示
し
な
が
ら
説
明
し
た
。

は
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た
。

互
い
手
を
た
た
い
て
感
激
し
た
。

ざ
ん
や

翌
三
月
四
日
の
早
朝
、
待
ち
あ
わ
せ
の
場
所
ｌ
浅
草
一
二
谷
町
出
口
の
茶
屋
に
行
っ
て
み
る
と
、
中
川
や
前
野
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
友
人
た
ち
も
来
て
い

た
。
そ
の
と
き
、
前
野
は
去
年
、
長
崎
へ
行
っ
た
折
に
求
め
た
も
の
だ
、
と
い
っ
て
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
の
本
を
ふ
と
こ
ろ
か
ら
取
り
出
し
て
皆
に

見
せ
た
。
杉
田
は
そ
の
書
物
を
見
る
や
、
先
頃
藩
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
と
同
一
の
版
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
奇
遇
と
ば
か
り
、
お

同
人
は
、
大
罪
を
犯
し
た
た
め
に
処
刑
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ほ
ぼ

そ
の
［
ロ
の
死
屍
（
死
刑
囚
の
死
体
）
は
、
五
十
歳
ぐ
ら
い
の
京
都
生
ま
れ
の
老
婦
で
あ
っ
た
。
あ
だ
名
を
「
青
茶
婆
」
（
青
ば
ん
た
茶
色
の
木
綿
の
綿
入
れ

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
臓
器
は
、
中
国
の
漢
方
医
学
の
書
に
み
ら
れ
る
図
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
昏
々
じ
っ
さ
い
原
物
を
見
な
い
う
ち

そ
し
て
前
野
は
、
長
崎
遊
学
ち
ゅ
う
に
聞
き
覚
え
た
も
の
だ
と
い
っ
て
、
そ
の
本
を
開
く
と
、

「
こ
れ
は
ロ
ン
グ
（
一
目
、
）
と
い
っ
て
、
肺
の
こ
と
、
こ
れ
は
ハ
ル
ト
（
冨
耳
）
と
い
っ
て
心
臓
の
こ
と
で
す
。

で
、
ミ
ル
ト
（
日
豈
）
と
い
う
の
は
脾
臓
の
こ
と
な
の
で
す
」

マ
ー
グ
（
日
口
緒
）
と
い
う
の
は
胃
の
こ
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た
れ

が
す
こ
し
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
種
に
し
て
い
っ
し
ょ
に
勉
強
Ｉ
し
て
み
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
。

そ
の
翌
日
、
最
年
長
の
前
野
を
盟
主
と
し
て
、
そ
の
家
宅
（
奥
平
家
の
屋
敷
Ⅱ
京
橋
区
鉄
砲
洲
新
栄
町
七
丁
目
）
に
あ
つ
ま
り
、
研
究
会
が
発
足
し
た
が
、

ぽ
う
ぜ
ん

ろ
か
じ

一
同
ク
ル
ム
ス
の
解
剖
書
を
前
に
す
る
と
、
呆
然
と
す
る
だ
け
で
、
櫓
も
舵
も
な
い
船
が
大
海
に
乗
、
ソ
だ
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
と
き
前
野
は
四
十
九
歳
。
杉
田
は
三
十
九
歳
、
中
川
は
一
一
一
十
一
一
一
歳
で
あ
っ
た
。
杉
田
は
そ
れ
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
二
十
五
文
字
さ
え

習
っ
た
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
か
ら
は
じ
め
、
つ
い
で
単
語
な
ど
を
覚
え
た
。
そ
の
こ
ろ
会
読
の
集
ま
り
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
ひ
と
り
と
し
て
、

ま
だ
し
っ
か
り
と
し
た
辞
引
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
辞
書
な
し
で
は
、
翻
訳
な
ぞ
な
せ
る
業
で
は
な
い
。
前
野
だ
け
が
、
長
崎
で

求
め
た
と
い
う
簡
単
な
小
辞
典
（
小
冊
子
）
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
い
た
。

ク
ル
ム
ス
の
解
剖
書
の
翻
訳
に
着
手
す
る
に
あ
た
り
、
三
人
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
の
手
を
借
り
ず
に
、
読
解
し
よ
う
と
の
固
い
決
意
で
い
た
が
、
じ
っ
さ
い
理

ま
ゆ

解
で
き
る
の
は
十
の
う
ち
一
二
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
身
体
の
各
部
分
（
目
、
口
、
鼻
、
眉
な
ど
）
の
訳
語
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
た
の
で
、
は
じ
め
そ
こ
か

し
か
し
、
単
語
力
や
文
法
的
知
識
に
欠
け
て
い
た
か
ら
、
容
易
に
訳
す
こ
と
は
で
き
ず
、
｜
力
月
に
六
、
七
回
ほ
ど
集
ま
っ
て
、
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
も
仕

ち
ち

事
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
一
、
一
一
寸
（
約
一
一
一
～
五
、
六
セ
ン
チ
）
の
短
い
文
章
を
読
む
の
に
、
丸
一
日
か
か
る
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
推
理
を
重
ね
、
ど
う
し
て
も
分
か
ら
ぬ
所
は
符
号
を
つ
け
、
あ
と
ま
わ
し
に
し
た
り
、
参
向
の
通
詞
た
ち
に
質
問
し
た
り
し
た
。
一
年
ほ
ど
も
経
つ

と
、
牛
歩
も
だ
い
ぶ
進
歩
し
、
一
日
に
十
行
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
も
読
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

、
、

一
日
会
し
て
解
読
で
き
た
と
こ
ろ
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
杉
田
が
早
速
漢
文
に
訳
し
た
。
か
く
し
て
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
一
一
一
月
に
は
じ
ま
っ
た
会
読
は
、

一
年
半
ほ
ど
で
稿
が
な
り
、
安
永
三
年
（
’
七
七
四
）
八
月
に
『
解
体
新
書
』
と
な
っ
て
結
実
し
た
。

同
書
は
本
邦
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
解
剖
書
の
翻
訳
で
あ
り
、
本
文
四
巻
、
附
図
一
巻
の
五
巻
（
五
冊
）
か
ら
な
る
。
各
巻
の
巻
頭
に
み
ら
れ
る
の
は
、
つ
ぎ

の
四
名
の
名
と
分
担
箇
所
で
あ
る
。
前
野
良
沢
の
名
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
名
を
売
る
こ
と
を
い
た
く
嫌
っ
た
良
沢
が
、
固
く
辞
退

解
で
き
る
の
は
十
の
う
ち
三
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ら
訳
し
は
じ
め
、
そ
の
あ
と
本
文
に
入
っ
て
い
っ
た
。

（
醜
）

し
た
た
め
で
あ
る
ら
し
い
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
五
十
年
ほ
ど
の
間
に
そ
れ
が
全
国
的
に
広
ま
っ
て
行
っ
た
。

と
こ
ろ
で
杉
田
ら
が
苦
心
の
す
え
に
完
成
し
た
訳
書
の
出
来
ぐ
あ
い
だ
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
忠
実
な
翻
訳
で
は
な
か
っ
た
。
原
文
を
簡
略
化
し
た
り
、
原

文
に
な
い
語
を
添
え
た
り
、
意
図
的
な
訳
し
お
と
し
が
あ
っ
た
り
、
原
意
と
の
ず
れ
が
見
ら
れ
た
り
、
い
ま
な
ら
悪
訳
の
好
例
と
み
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

け
れ
ど
か
れ
ら
が
悪
条
件
の
中
で
果
敢
に
難
事
業
に
い
ど
ん
で
行
っ
た
勇
気
と
辛
苦
は
賞
賛
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
長
崎
あ
た
り
で
は
西
洋
学
の
こ
と
を

と
も
あ
れ
『
解
体
新
書
』
は
、
翻
訳
書
出
版
の
第
一
号
で
あ
っ
た
か
ら
、
出
版
の
さ
い
に
は
幕
府
の
忌
韓
に
ふ
れ
る
こ
と
を
ひ
じ
ょ
う
に
恐
れ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
奥
医
師
の
桂
川
家
を
通
じ
て
大
奥
よ
り
将
軍
に
非
公
式
に
献
上
し
、
と
き
の
老
中
に
も
一
部
進
呈
し
、
さ
ら
に
京
の
公
家
に
も
献
上
し
た
が
、
さ
い
わ

い
何
の
差
し
さ
わ
り
も
な
か
っ
た
。

従
来
、

「
蛮
学
」

が
、
江
戸
に
お
い
て
は
、
『
解
体
新
書
』
の
訳
業
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
「
蘭
学
」
と
い
う
言
葉
が
誕
生
す
る
と
、

な
ど
と
称
し
て
い
た
。

い
っ
て
６
あ
ぶ
ら

ち
す
い

ま
ん
ら

一
滴
の
油
こ
れ
を
広
き
池
水
の
内
に
点
す
れ
は
散
し
て
満
池
に
及
ふ
し
」
や
（
「
蘭
学
事
始
下
巻
」
）

解
体
新
書
巻
之
一

官
医

東東同若
都都藩狭

杉
田
玄
白
翼

中
川
淳
庵
鱗

石
川
玄
常
世
通

桂
川
甫
周
世
民

閲参校訳
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し
か
し
、

を
与
え
た
。

及
の
度
を
ふ
か
め
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
蘭
学
の
研
究
を
“

そ
の
た
め
こ
の
二
つ
の
出
現
が
い
ち
ば
ん
待
望
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
大
通
詞
の
西
善
三
郎
（
一
七
一
七
～
六
八
）
は
、
晩
年
の
明
和
年
間
に
オ
ラ
ン
ダ
人
ピ
ー
タ
ー
・
マ
リ
ン
国
の
〔
の
『
三
四
１
口
の
『
蘭
仏
・

仏
蘭
辞
典
』
』
呑
烏
ミ
ミ
房
＆
曾
因
さ
園
＆
弓
○
ミ
鳥
８
．
爵
（
何
年
版
の
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
）
を
基
に
、
蘭
和
辞
典
の
編
さ
ん
を
企
て
、
そ
の
「
Ａ
Ｂ

（
配
）

（
別
）

一
一
一
一
一
韻
」
の
序
言
ま
で
訳
し
た
が
、
完
成
を
見
な
い
う
ち
に
病
没
し
た
。
そ
の
後
、
前
野
良
沢
も
西
善
三
郎
の
訳
書
（
未
定
稿
）
を
訂
正
し
て
、
蘭
日
辞
典
を

（坊）さんばく
因
州
鳥
取
藩
の
侍
医
に
、
稲
村
一
一
一
伯
（
’
七
五
八
～
’
八
一
一
）
と
い
う
人
が
い
た
。
稲
村
は
『
蘭
学
階
梯
』
を
よ
ん
で
蘭
学
を
志
し
、
江
戸
に
出
る
と
大

槻
玄
沢
の
門
人
と
な
っ
た
。
稲
村
は
大
槻
の
塾
で
蘭
学
に
励
ん
で
い
る
う
ち
に
蘭
和
辞
典
の
な
い
こ
と
の
不
便
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
。
そ
こ
で
あ
る
と
き
、

師
の
玄
沢
に
ピ
ー
タ
ー
・
マ
リ
ン
の
『
蘭
仏
・
仏
蘭
辞
典
』
を
翻
訳
す
る
こ
と
を
勧
め
た
が
、
大
槻
は
そ
の
編
さ
ん
に
あ
た
る
こ
と
を
固
辞
し
た
。

ば
た

け
れ
ど
じ
ぶ
ん
が
朋
友
の
交
わ
り
を
む
す
ん
で
い
る
人
に
石
井
恒
右
衛
門
（
４
℃
と
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
・
馬
田
清
吉
）
と
い
う
御
仁
が
お
り
、
同
人
は
い

ま
白
河
侯
（
松
平
定
信
）
に
仕
え
て
い
る
と
語
っ
た
。
こ
の
石
井
と
い
う
人
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
小
通
詞
末
席
と
な
っ
た
が
、
何
ら
か
の
事
情
に

（
妬
）

よ
り
職
を
辞
し
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
江
戸
に
出
た
。
そ
し
て
寛
政
四
年
（
一
七
九
一
一
）
白
河
侯
の
臣
と
な
っ
た
。

石
井
は
か
ね
て
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
大
通
詞
の
西
善
三
郎
が
果
た
さ
な
か
っ
た
蘭
和
辞
典
編
さ
ん
の
志
し
を
、
受
け
つ
ぎ
た
い
と
お
も
っ
て
い
た
。
石
井
の
素

志
を
聞
き
知
っ
た
稲
村
は
、
大
槻
の
門
人
・
宇
田
川
玄
随
、
岡
田
甫
説
ら
を
誘
っ
て
石
井
の
門
を
た
た
き
、
訳
語
を
受
け
て
は
筆
記
し
、
辞
典
編
さ
ん
の
仕
事

二
三
韻
」
の
序
言
ま
で
訳
し
た
が
、
完
成
を
見
な
い
う
←

作
ろ
う
と
し
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
も
未
刊
に
お
わ
っ
た
。

に
打
ち
こ
ん
だ
。

年
な
ら
ず
し
て
石
井
は
、
主
君
の
お
供
し
て
白
河
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
稲
村
は
師
の
大
槻
玄
沢
か
ら
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
典
』

（
ご
「
○
Ｃ
ａ
§
。
○
：
§
「
」
ご
図
③
ミ
ミ
房
○
意
コ
ベ
ミ
②
。
意
曰
声
冒
』
§
□
（
・
斡
・
ミ
ロ
鳶
コ
ロ
ミ
§
＆
恩
．
専
冒
８
房
・
』
ミ
②
荷
ミ
ロ
ミ
・
□
す
の
○
頁
］
「
、
の
）
を
借
り
だ
し
、

さ
ら
に
日
本
で
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
最
初
の
蘭
学
入
門
書
と
い
わ
れ
る
、
大
槻
玄
沢
の
『
蘭
学
階
梯
』
（
乾
・
坤
の
二
冊
）
の
刊
行
に
よ
り
、
蘭
学
は
普

の
度
を
ふ
か
め
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
蘭
学
の
研
究
を
も
っ
と
も
阻
害
し
て
い
た
も
の
は
、
よ
き
蘭
日
対
訳
辞
典
と
文
法
書
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

愉
快
で
は
な
い
の
は
、
西
洋
学
の
本
家
を
自
認
す
る
長
崎
の
通
詞
家
で
あ
っ
た
。
が
、
こ
れ
が
よ
い
刺
激
と
な
り
、
西
洋
の
学
術
研
究
に
は
ず
み
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と
称
す
る
、
簡
略
化
し
た
蘭
日
辞
典
（
二
巻
）
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
百
部
限
定
で
刊
行
し
た
。

わ
た
し
は
同
辞
典
を
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
で
見
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
が
、
同
大
学
に
あ
る
も
の
は
勝
俣
錐
吉
郎
（
一
八
七
二
～
一
九
五
九
、
明
治
か

ら
昭
和
期
の
英
語
学
者
、
も
と
早
大
教
授
）
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
辞
典
の
編
さ
ん
を
続
け
る
仕
事
を
白
井
に
た
く
し
た
。
白
井
は
ハ
ル
マ
の
辞
典
を
白
河
に
持
っ
て
帰
り
、
日
夜
業
に
精
を
だ
し
、
つ
い
に
荒
原

稿
を
つ
く
り
、
翌
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
六
月
江
戸
に
も
ど
る
と
、
訳
稿
を
稲
村
に
さ
ず
け
た
。

稲
村
は
そ
の
原
稿
を
さ
ら
に
安
岡
玄
真
ら
と
校
正
し
、
歳
月
を
へ
て
ひ
と
ま
ず
完
成
し
た
。
稲
村
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
除
き
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
語
六
万
四
千

（
幻
）

余
語
を
木
刻
活
字
と
し
、
そ
の
右
側
に
訳
語
を
毛
筆
で
書
き
入
れ
る
形
に
し
、
ま
ず
三
十
部
（
書
名
、
「
序
」
「
例
一
一
一
一
百
」
も
な
い
）
ほ
ど
つ
く
っ
た
。

の
ち
に
「
ハ
ル
マ
和
解
」
と
か
「
江
戸
ハ
ル
マ
」
と
呼
ば
れ
た
、
こ
の
蘭
曰
辞
典
は
、
寛
政
八
年
（
’
七
九
六
）
二
月
に
完
成
し
た
。
が
、
辞
書
編
さ
ん
の

し
ん
さ
い

仕
事
に
着
手
し
て
、
約
十
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
訳
語
は
、
宇
田
川
榛
斎
（
’
七
六
九
～
’
八
一
二
四
、
江
戸
後
期
の
蘭
方
医
）
や
稲
村
な
ど
が
書
き
入
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
諸
家
を
訪
ね
、
各
家
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
い
る
訳
語
を
聞
き
取
り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
記
入
し
た
ら
し
い
。

う
壮
が
み

ふ
じ
ば
や
し
ふ
ざ
ん

稲
村
は
の
ち
に
藩
籍
を
は
な
れ
、
名
を
海
上
随
鴎
と
あ
ら
た
め
京
都
で
く
ら
し
た
。
か
れ
の
門
人
に
、
山
城
の
普
賢
寺
村
の
住
人
で
藤
林
立
白
山
（
通
称
・

泰
助
、
’
七
八
一
～
一
八
三
六
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
）
と
い
う
ひ
と
が
い
た
。
か
れ
は
「
ハ
ル
マ
和
解
」
を
抜
粋
訂
正
し
た
、

「
訳
鍵
」
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ひ
じ
ほ
あ
し
ば
ん
り

豊
後
日
出
藩
の
帆
足
万
里
（
一
七
七
八
～
一
八
五
一
一
、
江
戸
後
期
の
儒
学
者
・
理
学
者
）
は
、
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
独
習
を
は
じ
め
た
が
、

そ
の
と
き
唯
一
の
手
引
と
な
っ
た
の
は
藤
林
晋
山
の
『
訳
鍵
」
や
五
両
で
求
め
た
「
ハ
ル
マ
和
解
』
の
蘭
和
辞
典
で
あ
っ
た
。
と
く
に
師
匠
に
つ
く
こ
と
な
く
、

豊
後
の
片
田
舎
で
ひ
と
り
で
勉
強
す
る
苦
労
は
察
し
て
あ
ま
り
あ
る
。

う

か
れ
は
そ
の
と
き
の
状
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
’
四
十
余
に
し
て
西
籍
（
西
洋
の
書
物
－
引
用
者
）
を
得
て
、
之
を
読
む
．
寒
郷
善
師
（
よ

仁
鱈
つ

う
す
な
わ

や
や

（
肥
）

き
先
生
）
無
き
に
苦
し
み
、
唯
訳
語
に
就
き
て
捜
索
し
、
意
（
｝
」
こ
ろ
）
倦
め
ば
則
ち
止
む
。
六
’
七
年
を
積
み
、
梢
其
の
義
に
通
ず
る
こ
と
を
得
た
り
。

「
ハ
ル
マ
和
解
」
は
、
二
十
冊
本
で
あ
り
、
大
部
な
も
の
で
あ
り
、
使
い
づ
ら
さ
や
写
本
づ
く
り
に
困
難
な
点
が
あ
り
、
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
は
、
こ
の

「
訳
鍵
」
の
大
き
さ
は

頁
、
下
巻
は
二
九
四
頁
１

篭
が
張
り
付
け
て
あ
る
。

二
四
二
六
七
語
で
あ
る
。

き
先
生
）
無
き
に
苦
し
み
、
唯
訳
語
に
就
き
一

「
ハ
ル
マ
和
解
」
は
、
二
十
冊
本
で
あ
り
、

簡
略
版
（
二
巻
も
し
く
は
五
巻
）
で
あ
っ
た
。

書
（
＄
、
×
蝿
凹
は
五
巻
本
で
あ
る
。
同
》

し
、
仲
間
に
く
ば
っ
た
も
の
と
い
う
。
曰
く
。

１
１
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
、
藤
林
普
山
ら
と
謀
り
、
旧
本
八
万
語
あ
ま
り
を
三
万
語
ほ
ど
に
縮
め
て
簡
易
版
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
篤
学
の
士
に
提
供
し

た
と
こ
ろ
、
世
間
の
好
評
を
博
し
た
。
が
、
こ
の
辞
典
は
部
数
も
す
ぐ
な
い
う
え
に
高
価
で
あ
っ
た
た
め
に
、
貧
し
い
学
徒
に
は
手
に
入
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
こ
ろ
、
世
間
の
好
評
を
博
し
た
。
が
、
こ
の
辞
典
は
部
数
も
一

そ
の
た
め
貧
乏
書
生
は
、
安
直
か
つ
便
利
な
書
を
得
よ
う
と
し
た
。

『
和
蘭
字
奨
』
（
出
島
の
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
が
編
さ
ん
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
日
本
語
対
訳
辞
典
［
九
巻
］
、
天
保
四
年
（
一
八
一
一
一
三
）
に
完
成
。
俗
に
”
ズ
ー
フ
・

ハ
ル
了
と
い
う
）
は
申
し
ぶ
ん
の
な
い
も
の
だ
が
、
貧
乏
な
学
生
に
と
っ
て
高
根
の
花
で
あ
る
。
今
回
、
編
者
は
『
和
蘭
字
彙
』
を
よ
り
所
（
典
拠
）
と
し
、

（
閲
）

「
訳
鍵
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
い
は
、
「
ハ
ル
マ
和
解
」
の
約
半
分
ほ
ど
の
一
一
七
四
六
八
語
で
あ
り
、
こ
の
辞
典
は
よ
く
利
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

ち
な
み
に
風
増
補
訳
鍵
」
（
舟
疏
浦
圷
」
紙
蹴
‐
‐
大
野
藩
広
田
憲
寛
蔵
梓
）
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
春
に
再
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
蘭
日
辞

そ
う
し

（
＄
、
×
駆
叩
）
は
五
巻
本
で
あ
る
。
同
書
の
「
自
序
」
に
よ
る
と
、
「
訳
鍵
」
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
宇
田
川
榛
斎
先
生
ら
が
苦
労
の
す
え
完
成

恥
鍵
」
の
大
き
さ
は
、
妬
、
×
姉
、
、
上
巻
の
厚
さ
は
鍋
、
、
下
巻
は
銅
叩
で
あ
る
。
上
Ｐ
下
一
一
冊
（
「
乾
」
と
「
坤
」
）
か
ら
な
り
、
上
巻
は
一
五
八

下
巻
は
一
一
九
四
頁
と
「
大
西
満
名
」
（
薬
名
）
’
’
’
一
一
一
頁
か
ら
な
る
。
勝
俣
本
の
表
紙
は
仮
に
つ
け
た
も
の
で
、
見
開
き
の
左
右
に
前
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
題

張
り
付
け
て
あ
る
。
各
ペ
ー
ジ
は
タ
テ
の
二
段
組
み
で
あ
り
、
二
十
一
行
か
ら
な
る
。
一
ペ
ー
ジ
に
四
十
一
一
の
見
出
し
が
入
っ
て
お
り
、
収
録
語
い
は
、
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い
ま
参
考
ま
で
に
、
こ
の
風
増
補
訳
鍵
』
の
第
一
巻
（
Ａ
～
Ｆ
ま
で
）
の
冒
頭
の
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
見
出
し
語
お
よ
び
語
義
と
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞

典
」
（
’
七
五
八
年
刊
）
の
原
文
と
を
並
置
し
、
異
同
点
に
つ
い
て
す
こ
し
検
討
を
く
わ
え
て
み
よ
う
。

『
訳
鍵
』
を
増
補
し
、
初
学
者
に
同
書
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

「訳鍵』

A 
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ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
典
』
の
構
成
は
、
は
じ
め
に
見
出
し
語
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
来
、
つ
い
で
各
単
語
の
語
意
を
あ
た
え
、
と
き
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
例
文
を
か
か

げ
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
も
添
え
て
い
る
。
「
訳
鍵
』
は
、
見
出
し
を
す
べ
て
大
文
字
と
し
、
筆
記
体
で
あ
る
。
原
書
に
あ
る
例
文
（
用
例
）
を
す
べ
て
削
除

し
て
お
り
、
ま
た
語
義
も
必
要
最
小
限
と
し
て
い
る
。
辞
引
の
生
命
と
も
い
う
べ
き
用
例
を
か
か
げ
て
い
な
い
た
め
、
大
規
模
な
「
単
語
集
」
の
よ
う
な
印
象

し
て
お
り
、

を
う
け
る
。

出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
（
一
七
七
七
～
一
八
三
五
、
一
八
○
三
～
一
七
在
任
）
は
、
’
七
九
八
年
（
寛
政
十
年
）
に
書
記
と

し
て
来
日
し
、
の
ち
商
館
長
に
昇
進
し
た
の
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
よ
る
騒
乱
の
た
め
に
、
本
国
と
パ
タ
ビ
ァ
と
の
交
通
が

絶
え
た
の
で
、
長
崎
に
オ
ラ
ン
ダ
船
の
入
港
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ド
ゥ
ー
フ
は
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
同
地
で
十
五
年
ち
か
く
す
ご
す
破
目
に
お
ち

い
っ
た
。
が
、
か
え
っ
て
こ
の
た
め
に
わ
が
国
の
洋
学
史
の
う
え
で
大
き
な
貢
献
を
し
た
の
で
あ
る
。

ド
ゥ
ー
フ
は
出
島
に
在
勤
中
、
日
本
語
を
学
ん
だ
が
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
相
互
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
た
り
、
通
詞
の
語
学
力
を
強
化
す
る
た
め
に
も
蘭

和
対
訳
辞
典
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
新
た
に
蘭
日
辞
典
の
編
さ
ん
を
思
い
た
っ
た
。
か
れ
は
文
化
八
、
九
年
（
一
八
一
二
、
一
八
一
三
）
ご
ろ
よ
り
、
通
詞
の

吉
雄
権
之
助
、
中
山
得
十
郎
ら
の
助
け
を
借
り
て
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ハ
ル
マ
の
「
蘭
仏
辞
典
』
（
第
二
版
、
量
§
ご
罵
烏
ミ
ミ
厨
＆
§
甸
司
園
３

弓
８
己
§
Ｃ
・
墨
画
月
の
□
氏
の
》
］
「
］
「
）
に
依
拠
し
、
蘭
日
対
訳
辞
典
を
つ
く
る
こ
と
を
は
じ
め
た
。

ド
ゥ
ー
フ
の
こ
の
難
事
業
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
吉
雄
や
中
山
は
、
の
ち
に
毎
日
出
島
に
通
う
と
、
朝
か
ら
晩
ま
で
商
館
に
残
っ
て
和
訳
す
る
し
ご

と
に
没
頭
し
た
。
そ
れ
が
い
か
に
心
身
を
す
り
へ
ら
す
辛
気
し
ご
と
で
あ
っ
た
か
を
、
中
山
は
江
戸
に
い
る
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
・
馬
場
佐
十
郎
に
送
っ
た
手
紙
の

つ
か
ま
つ
り

も
う
さ
ず
（
狐
）

な
か
で
、
「
夜
分
帰
宅
仕
候
得
は
、
と
ん
と
疲
れ
果
て
、
何
も
家
事
手
に
付
不
申
」
と
雪
叩
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ド
ゥ
ー
フ
の
気
根
（
根
気
）
に
い
た
っ
て

ぜ
つ
し

は
、
「
と
ふ
と
も
、
こ
ふ
も
、
一
一
一
一
口
語
二
絶
候
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
さ
い
ど
の
一
文
こ
そ
、
ド
ゥ
ー
フ
が
い
か
に
辞
書
の
編
さ
ん
に
熱
心
で
あ
っ
た
か
を
如

と
呼
ば
れ
た
辞
典
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
繭
和
辞
典
が
、
じ
っ
さ
い
オ
ラ
ン
ダ
文
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
と
き
、
ど
の
程
度
役
立
っ
た
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。

稲
村
三
伯
の
蘭
日
辞
典
（
「
ハ
ル
マ
和
解
」
又
は
「
江
戸
ハ
ル
三
）
の
つ
ぎ
に
現
れ
た
の
は
、

「
ヅ
ー
フ
、
ハ
ル
マ
」
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こ
れ
ら
の
通
詞
た
ち
は
、

謄
写
の
仕
事
に
従
事
し
た
。

し
か
し
、
辞
書
づ
く
り
は
、
途
方
も
な
い
手
間
と
時
間
が
か
か
る
仕
事
で
あ
る
た
め
、
ド
ゥ
ー
フ
は
初
稿
二
方
に
オ
ラ
ン
ダ
語
、
一
方
に
ロ
ー
マ
字
で
日

本
語
を
入
れ
た
も
の
）
が
成
る
や
、
そ
れ
を
長
崎
奉
行
に
差
し
出
し
、
誤
り
な
ど
を
訂
正
せ
ら
れ
た
い
と
い
い
、
さ
ら
に
多
数
の
通
詞
た
ち
を
動
員
し
て
見
出

し
語
や
訳
語
の
書
き
入
れ
、
校
訂
な
ど
に
従
事
さ
せ
た
い
旨
を
申
請
し
た
。

長
崎
奉
行
・
松
山
伊
予
守
は
、
こ
れ
を
幕
府
に
上
申
し
、
そ
の
許
可
を
え
る
と
、
つ
ぎ
の
十
一
名
の
通
詞
を
辞
書
の
編
修
に
参
加
す
る
よ
う
命
じ
た
。

実
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

〃
猪
俣
伝
次
右
衛
門
…
…
…
…
・
・
…
・
…

〃
西
甚
一
一
一
郎
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…

〃
植
村
作
七
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
．
：

〃
志
築
長
一
一
一
郎
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・

稽
古
通
詞

三
島
松
太
郎
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〃
名
村
八
太
郎
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・

〃

小
通
詞
末
席
名
村
八
十
郎
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
執
筆
す
な
わ
ち
嘗
き
写
し

〃
嘩
泊
回
床
Ｆ
｝
吟
●
炉
〈
一
口
露
陶
狽
ｊ
０
：
０
０
０
０
：
：
：
：
：
：
：

〃

小
通
詞
並

西
義
十
郎
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…

〃

〃
石
橋
助
十
郎
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・

〃

な
み

小
通
詞
並
士
ロ
雄
権
之
助
・

［
助
手
格
－
－
１
編
集
部
員
］

［
主
任
格
１
－
１
編
集
主
幹
］

［
担
当
部
門
］

小
通
詞
中
山
得
十
郎
（
の
ち
作
三
郎
）
…
…
見
出
し
語
の
翻
訳

な
み

小
通
詞
並
吉
雄
権
之
助
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
〃

（
犯
）

文
化
十
一
一
年
九
月
六
日
（
’
八
一
五
・
’
○
・
八
）
よ
り
、
毎
口
］
出
島
の
通
詞
部
屋
に
あ
つ
ま
る
と
、
ド
ゥ
ー
フ
を
助
け
て
校
訂

"""′' 

〆、

３１ 
－’ 

100（25） 



る
が
一
応
Ａ
か
ら
Ｔ
の
部
ま
で
お
え
た
。

こ
の
蘭
和
辞
典
は
、

り
に
運
ば
な
か
っ
た
。

同
年
七
月
四
日
（
八
・
七
）
、
待
ち
あ
ぐ
ん
で
い
た
オ
ラ
ン
ダ
船
（
「
ド
・
フ
ラ
ゥ
・
ア
ガ
タ
」
号
）
と
僚
船
「
カ
ン
ト
と
号
が
長
崎
に
入
港
し
た
。
ド
ゥ

ー
フ
の
後
任
の
新
商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
。
ブ
ロ
ン
ホ
フ
が
、
妻
子
を
連
れ
て
来
舶
し
た
。
ド
ゥ
ー
フ
は
＋
｜
月
三
日
（
一
二
・
一
○
）
帰
航
の
船
に
乗
っ
て
、

蘭
和
対
訳
辞
書
編
さ
ん
の
仕
事
は
着
々
と
す
す
み
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
か
ら
翌
文
化
十
四
年
六
月
ま
で
の
間
に
、
欠
漏
（
抜
け
お
ち
）
は
あ

［
文
化
十
三
年
］

九
月
…
…
…
Ａ
の
部

Ｂ
の
部

Ｃ
の
部

十
月
…
…

Ｄ
の
部

十
二
月
…
…

Ｌ
の
部

二
月
…
…

Ｍ
の
部

Ｎ
の
部

三
月
…
…

Ｏ
の
部

三
月
…
…
…
Ｐ
の
部

［
文
化
十
四
年
］

文
化
十
四
年
二
八
一
七
）
ド
ゥ
ー
フ
が
帰
国
の
途
に
つ
く
ま
え
に
す
べ
て
完
成
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
が
、
こ
と
は
予
定
ど
お

三
冊

三
冊

二
冊

（
欠
漏
）

（
鋼
）

一
冊

三
冊

（
欠
漏
）

一
冊

二
冊

一
冊

一
冊

四
冊

Ｅ
の
部

十
一
月
…
…

Ｆ
の
部

Ｇ
の
部

十
一
月
…
…
…
Ｈ
の
部

Ｑ
の
部

Ｓ
の
部

六
月
…
…
…
Ｔ
の
部

一
冊

一
冊

（
欠
漏
）

三
冊

一
冊

一
冊

四
冊

三
冊

(26）９９ 
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長
崎
を
出
帆
す
る
の
で
あ
る
が
、
辞
書
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

か
れ
が
帰
国
し
た
の
ち
、
辞
書
掛
の
通
詞
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
編
修
の
仕
事
を
つ
づ
け
、
天
保
四
年
十
二
月
（
一
八
三
四
・
一
）
、
つ
い
に
こ
の
蘭
和
対
訳
辞

典
を
完
成
さ
せ
た
。
ド
ゥ
ー
フ
が
文
化
八
、
九
年
（
一
八
一
二
、
一
三
）
こ
ろ
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
の
助
力
を
え
な
が
ら
編
さ
ん
事
業
に
手
を
つ
け
て

か
ら
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
く
ま
で
、
じ
っ
に
二
十
三
年
も
の
長
い
歳
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

「
ヅ
ー
フ
、
ハ
ル
マ

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
蘭
和
対
訳
辞
典
（
写
本
八
冊
）
は
、
大
部
な
も
の
で
あ
る
が
ず
い
ぶ
ん
謄
写
も
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
ん
ど
う

わ
た
し
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
で
、
坪
井
信
道
（
一
七
九
五
～
一
八
四
八
、
江
戸
後
期
の
蘭
医
学
者
）
の
写
本
（
八
冊
、
唖
、
×
躯
叩
、
厚
さ
は
各
巻

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
一
定
し
な
い
が
、
約
五
セ
ン
チ
ほ
ど
）
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ａ
の
最
初
の
見
出
し
語
を
す
こ
し
写
し
取
っ
て
き
た
が
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
見
出
し
語
は
す
べ
て
筆
記
体
で
あ
り
、
訳
語
は
見
に
く
い
が
、
横
書
き
の
欧
文
に
対
し
て
タ
テ
に
書
き
入
れ
て
あ
る
。

空
前
絶
後
の
こ
の
辞
典
は
、
俗
に

「
ド
ゥ
フ
・
ハ
ル
マ
」

ハ
ル
マ

ハ
ル
マ

「
道
訳
注
児
馬
」

「
長
崎
ハ
ル
Ｅハ
ル
マ
」

9８（27） 



『ヅースハルマ」の辞書
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αCzgjesczPpeJ､ｚｂｂｅ”にABA2e"ｅ

ｇ“んczppgム

ｍｉ/αcﾉzノαcハノ
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ママ
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ｍｓｔｅｒｏＯｇＺｉｂｅｙね〃ｏ０ｇ

ａＱＪ.ｚ・加ＺｂｂｅねUis、

キzJ〃ααノｂｊｊｄｅ〃Ｓｍ口冗

ノio"αe"・Ｓｐ…んCD．

ＥじれＵ７℃Ｗｚｐｅ〃czcz狐

トマや如軒渇紳

トＹＪＰＷ軒埼細N-，

題＜〈拙把鵡匡､､くわ

縛牌轡'＠

蝦くｅＱｐ

慨ｅ涛蝿鋼や燈

理くｅＷ

ｍＭ鼻ｅＱｐＨ<純

哩首

嘩首mlU〈二長轌'＠艇Ｐｌｅ’いい

即△や入厄ulJ辱押剰剥+･ｗｃ

豊

≦珊

瑚emMJW製Nb禅」織杣跡蝿

やIGJJs心髄

象
山
（
一
八
二
～
六
四
、
幕
末
の
思
想
家
、

兵
学
者
）
は
、
同
辞
典
の
流
布
を
は
か
り
、

（
妬
）

『
増
訂
和
蘭
語
彙
』
と
題
す
る
ハ
ル
マ
の
辞

書
の
出
版
を
願
い
出
た
が
、
許
可
さ
れ
な
か

っ
た
。
当
時
、
洋
学
者
を
眼
の
か
た
き
と
す

る
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
の
よ
う
な
右
派
の
人
物

か
ら
に
ら
ま
れ
て
不
許
可
と
な
っ
た
も
の
の

よ
う
だ
。

ま
た
幕
府
の
医
官
桂
川
甫
周
も
家
蔵
の
稿

本
を
上
梓
し
よ
う
と
し
、
許
可
を
求
め
た
が
、

は
じ
め
な
か
な
か
許
可
が
お
り
ず
、
再
度
熱

心
に
願
い
出
て
よ
う
や
く
許
可
を
う
る
こ
と

ち
な
み
に
勝
海
舟
（
一
八
二
一
一
一
～
九
九
、

幕
末
・
明
治
期
の
政
治
家
）
は
、
筑
前
藩
の

蘭
学
者
・
永
井
青
崖
の
門
に
入
り
オ
ラ
ン
ダ

語
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
弘
化
四
年
二

八
四
七
）
秋
か
ら
翌
年
の
秋
に
か
け
て
、
こ

の
『
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
二
の
辞
書
を
二
部
勝

（
別
）

写
し
た
。

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二
月
、
佐
久
間

(28）９７ 
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ｃ、

と
あ
り
、
そ
の
右
隣
り
に
「
例
言
」
が
く
る
が
、
す
べ
て
詮

コ
ポ
コ
は
あ
る
が
、
本
の
大
き
さ
は
把
叩
×
蠅
叩
で
あ
る
。

と
い
う
。

見
出
し
は
、
原
則
と
し
て
大
文
字
で
あ
る
。
『
訳
鍵
』
の
場
合

タ
テ
に
組
ま
れ
て
い
る
が
、
『
和
蘭
字
彙
」
で
は
ヨ
コ
に
入
れ
て

に
見
ら
れ
る
例
文
と
そ
の
釈
義
が
か
か
げ
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

が
で
き
た
。
桂
川
甫
周
は
安
政
一
一
年
（
’
八
五
五
）
よ
り
刊
行
に
着
手
し
、
弟
甫
策
や
門
人
た
ち
に
命
じ
て
、
Ｐ
・
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
辞
書
ミ
ミ
。
ａ
員
房
＆

国
国
辱
§
＆
狩
冨
。
。
ａ
§
。
。
：
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｈ
勺
・
ゴ
の
一
一
：
。
》
（
の
シ
曰
の
（
の
ａ
四
日
ｇ
］
。
ｇ
旨
の
の
シ
一
一
口
『
戸
冨
Ｄ
ｏ
ｇ
○
の
こ
と
か
）
そ
の
他
の
書
に
よ
っ
て
校
訂
さ

せ
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
月
に
完
成
し
た
。

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
の
同
辞
典
は
、
上
・
下
の
一
一
巻
本
で
あ
る
。
上
巻
は
（
Ａ
～
Ｄ
、
本
の
大
き
さ
は
魂
叩
×
氾
四
厚
さ
“
、
）
、
下
巻
は
（
郷

見
開
き
の
左
側
に
、

×
咀
興
厚
さ
５
四
で
あ
り
、
奥
付
は
つ
い
て
い
な
い
。

つ
ぎ
に
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
典
』
二
七
五
八
年
刊
）
の
原

こ
の
新
辞
典
の
こ
と
を
、

お
ら
ん
だ
じ
い

『
和
蘭
字
彙
』

）
。
『
訳
鍵
』
の
場
合
と
お
な
じ
よ
う
に
単
語
、
類
語
、
派
生
語
は
、
す
べ
て
筆
記
体
で
あ
る
。
『
訳
鍵
』
の
語
義
は

で
は
ヨ
コ
に
入
れ
て
あ
る
。
前
者
と
の
大
き
な
違
い
は
、
後
者
で
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ハ
ル
マ
の
『
蘭
仏
辞
書
』

す
べ
て
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
東
京
外
国
語
大
学
の
蔵
本
は
、
全
部
で
十
七
巻
あ
り
、
各
巻
の
厚
さ
に
デ

の
原
文
と
『
和
蘭
字
彙
」
と
を
並
置
し
て
、
そ
の
違
い
を
み
て
み
よ
う
。

9６（29） 
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『和蘭字錘』
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日本洋学史

の
み
で
あ
っ
た
。
「
ド
ゥ

な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

「
適
塾
」
は
当
時
、

ダ
書
と
い
う
の
は
、

「
ヅ
ー
フ
部
屋
」

江
ら
ば
や
し

福
沢
諭
吉
（
一
八
一
二
五
～
一
九
○
一
、
明
治
期
の
啓
蒙
思
想
家
）
の
ぱ
あ
い
は
、
文
政
元
年
（
’
八
五
四
）
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
（
楢
林
家
）
や
蘭
方

お
う
じ
よ

医
（
石
川
桜
所
）
な
ど
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
安
政
一
二
年
（
一
八
五
六
）
八
月
大
坂
に
出
る
と
、
緒
方
供
庵
（
’
八
一
○

～
六
三
、
幕
末
期
の
蘭
学
者
・
医
学
者
）
の
「
適
塾
」
に
入
門
し
た
。
の
ち
い
っ
た
ん
帰
郷
し
、
翌
年
ふ
た
た
び
門
下
生
と
な
り
、
そ
の
後
数
年
同
塾
で
学
び
、

に
、
わ
ず
か
に
一
部
「
ド
ゥ
ー
フ
の
蘭
曰
辞
典
」
（
『
和
蘭
字
彙
』
）
の
写
本
六
冊
と
オ
ラ
ン
ダ
の
原
書
の
辞
典
（
Ｐ
・
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
も
の
）
が
一
部
あ
る

の
み
で
あ
っ
た
。
「
ド
ゥ
ー
フ
の
蘭
日
辞
典
」
と
い
う
の
は
、
和
紙
に
し
て
お
よ
そ
三
千
枚
、
こ
れ
を
謄
写
す
る
こ
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
大
儀
な
こ
と
で
、
容
易

さ
い
ご
は
そ
の
塾
頭
を
つ
と
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

ら
ん
ち
ゅ
う

は
唯
一
の
た
の
み
の
綱
で
あ
っ
た
（
「
蘭
畷
向
口
伝
」
）
。

松
本
良
順
（
一
八
三
一
一
～
’
九
○
七
、
幕
末
・
明
治
期
の
医
師
、
初
代
軍
医
総
監
）
が
は
じ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
は
、
天
保
元
年

ら
よ
う
し
ゅ
ん

し
ん
ど
う

（
一
八
三
○
）
足
立
長
祷
（
’
七
七
六
～
’
八
一
一
一
一
ハ
、
江
戸
後
期
の
蘭
方
医
）
の
塾
に
お
い
て
で
あ
り
、
つ
い
で
深
川
冬
木
町
の
坪
井
信
道
（
一
七
九
五
～
’

八
四
八
、
江
戸
後
期
の
蘭
方
医
）
の
門
を
た
た
い
た
。
良
順
は
医
師
・
佐
藤
泰
然
の
第
二
子
で
あ
り
、
の
ち
松
本
家
に
養
子
に
入
る
の
だ
が
、
朝
坪
井
塾
で
オ

ラ
ン
ダ
を
学
ん
だ
の
ち
帰
宅
す
る
と
、
同
家
の
調
剤
を
す
ま
せ
、
午
後
は
代
診
を
な
し
、
四
方
に
奔
走
し
た
。

あ
ん
ど
ん

夜
に
な
り
、
行
灯
に
灯
を
つ
け
る
と
、
も
っ
ぱ
ら
オ
ラ
ン
ダ
の
医
書
を
読
ん
だ
。
辞
書
と
し
て
利
用
し
た
の
は
『
訳
鍵
』
で
あ
っ
た
、
と
い
い
、
一
」
の
辞
引

『
増
補
改
正
訳
鍵
』
に
か
か
げ
て
あ
る
語
義
と
『
和
蘭
字
彙
』

り
、
例
文
な
ど
も
か
か
げ
て
い
る
点
か
ら
も
、
『
和
蘭
学
彙
』
（

「
訳
鍵
』
に
せ
よ
、
『
和
蘭
字
彙
』
に
せ
よ
、
幕
末
期
、
蘭
学

と
称
す
べ
き
も
の
は
、
当
時
こ
の
二
つ
を
お
い
て
な
か
っ
た
。

日
本
を
代
表
す
る
蘭
学
塾
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
門
に
学
ん
だ
者
の
中
か
ら
数
多
の
英
才
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
塾
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン

わ
ず
か
十
部
ほ
ど
の
医
書
と
物
理
学
書
で
あ
っ
た
と
い
う
。
辞
書
と
い
え
る
も
の
は
、
三
畳
敷
ほ
ど
の

十
藁
』
の
語
義
と
を
つ
ぎ
比
べ
て
み
る
と
、
後
者
が
前
者
の
語
意
を
参
考
に
し
た
と
思
え
る
所
も
あ

芒
の
ほ
う
が
、
辞
書
と
し
て
一
段
と
進
歩
を
と
げ
た
印
象
を
あ
た
え
る
。

蘭
学
を
や
る
者
は
、
い
ち
ど
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
恩
恵
に
浴
し
た
は
ず
で
あ
る
。
あ
え
て
蘭
日
辞
典

9４（31） 



あ
が

あ
す

蘭
学
生
は
、
｝
」
の
辞
典
を
「
蘭
学
社
会
唯
一
の
宝
書
と
し
て
崇
め
」
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
日
が
会
読
の
試
験
が
あ
る
と
い
う
そ
の
晩
は
、
「
ヅ
１
フ

部
屋
」
の
燈
火
が
こ
う
こ
う
と
輝
き
、
五
人
、
十
人
と
学
生
が
群
を
な
し
て
入
る
と
、
辞
典
を
引
き
つ
つ
勉
強
し
た
。

こ
の
蘭
和
辞
典
を
書
き
写
す
こ
と
が
、
書
生
の
生
活
の
種
子
に
な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
を
三
十
行
ほ
ど
写
す
と
半
紙
一
枚
十
六
文
、
そ
し
て
日
本
文
字
（
語

義
）
を
写
す
と
八
文
、
十
枚
ほ
ど
写
す
と
二
百
四
十
文
ち
か
く
に
も
な
り
、
そ
れ
が
一
一
一
千
枚
と
な
る
と
数
十
両
の
大
金
に
な
っ
た
と
い
う
（
『
福
翁
自
伝
』
）
。

な
が
上
せ
ん
さ
い

長
与
専
斎
（
一
八
一
二
八
～
’
九
○
一
一
、
幕
末
・
明
治
期
の
医
学
者
）
は
、
肥
前
（
長
崎
）
の
大
村
よ
り
大
坂
に
出
る
と
、
「
適
塾
」
に
入
門
し
、
の
ち
長
崎

マ
マ

の
精
得
館
に
入
り
、
出
島
の
医
官
ポ
ン
ペ
よ
り
西
洋
医
学
を
ま
な
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
大
坂
時
代
を
回
想
し
て
「
肝
腎
の
字
書
と
い
え
る
の
は
塾
中
た
だ
ヅ
ー

フ
（
す
な
わ
ち
『
和
蘭
字
彙
』
な
り
）
の
写
本
一
部
あ
る
の
み
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
辞
典
は
、
学
生
に
と
っ
て
杖
と
も
柱
と
も
た
の
む
も
の
で
、
「
ヅ
ー
フ
部
屋
」
に
備
え
置
か
れ
た
。
｜
冊
た
り
と
も
他
に
持
ち
だ
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

学
生
は
立
ち
替
り
、
入
れ
代
わ
り
、
辞
書
が
あ
る
狭
い
部
屋
に
入
る
と
、
前
後
左
右
に
ひ
っ
ぱ
り
あ
い
を
し
て
、
字
義
の
詮
索
を
し
た
と
い
う
（
「
松
香
私
志
」

上
巻
）
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
大
型
の
対
訳
辞
典
以
外
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

熊
秀
英
（
森
島
中
良
）
『
蛮
語
菱
１
万
国
地
名
菱
』

＊
奥
平
昌
高
「
蘭
語
訳
撰
』

て
い
こ
う

大
槻
茂
質
「
蘭
訳
梯
航
」

飯
泉
士
譲
撰
『
和
蘭
文
典
字
類
前
編
』

牧
天
穆
『
蘭
語
通
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
』

高
橋
重
威
撰
「
和
蘭
文
典
字
類

海
西
漁
夫
「
趣
阿
蘭
陀
語
』

後
編
』

（
寛
政
十
年
二
七
九
八
］
、
一
巻
一
冊
、
日
本
語
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
対
訳
し
た
も
の
）

（
文
化
七
年
二
八
一
○
］
、
五
巻
五
冊
）

（
文
化
十
三
年
［
一
八
一
六
］
、
二
巻
二
冊
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
単
語
集
の
よ
う
な
も
の
）

（
安
政
三
年
二
八
四
四
］
、
一
巻
一
冊
、
「
和
蘭
文
典
」
に
出
て
く
る
単
語
の
み
を
集
め
た
、
簡
単
な
蘭
日

辞
典
の
よ
う
な
も
の
）

（
安
政
四
年
ロ
八
四
五
］
、
一
巻
一
冊
、
簡
単
な
蘭
和
辞
典
の
よ
う
な
も
の
）

（
安
政
五
年
三
八
五
八
］
、
一
巻
一
冊
）

（
刊
行
年
不
詳
、
日
本
語
に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
対
訳
し
た
も
の
）
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早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
は
、
同
辞
典
の
一
巻
（
「
イ
」
か
ら
「
チ
」
ま
で
）
だ
け
を
架
蔵
し
て
い
る
。
表
紙
は
濃
紺
色
で
あ
り
、
だ
い
ぶ
つ
か
れ
が
見
ら

れ
る
。
中
央
よ
り
や
や
上
の
方
に
題
篭
が
み
ら
れ
、
そ
れ
に
は

こ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
本
邦
初
の
日
本
語
と
オ
ラ
ン
ダ
藷

に
よ
っ
て
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
イ
ロ

五
冊
そ
ろ
え
）
で
あ
る
。
七
○
七
二
語
の
単
語
を
収
録
し
て
い
る
。

す
り

き
よ
う
か
く

と
あ
る
。
版
式
は
一
一
度
摺
を
ほ
ど
こ
し
、
匡
郭
罫
と
訳
語
は
製
版
で
摺
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
各
部
門
の
単
語
は
木
活
字
で
あ
る
。
ち
な
み
に
（
ィ
）
か
ら

字
）
ま
で
の
語
彙
を
収
録
し
て
い
る
早
大
本
の
第
一
ペ
ー
ジ
を
つ
ぎ
に
引
い
て
み
よ
う
。

海
西
漁
夫
鯛
熟
語
集
初
編
』

？
「
和
蘭
熟
語
集
」

？
「
喝
蘭
熟
語
」

NieuwVerzameld 

JapansenHollandscｈ 

ＷＯＯＲＤＥＮＢＯＥＫ 

vａｎｉｔｏｔｔｉ 

本
邦
初
の
日
本
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
対
訳
辞
典
（
『
蘭
語
訳
撰
』
）
で
あ
る
。
こ
の
辞
典
は
、
豊
前
国
中
津
藩
主
。
奥
平
昌
高

）
に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
イ
ロ
ハ
引
き
の
曰
蘭
対
訳
辞
典
（
泌
叩
×
肥
叩
、
厚
さ
約
鍋
、
、
左
側
に
三
カ
所
鋲
止
め
、
五
巻

（
安
政
四
年
二
八
五
七
］
、
一
巻
一
冊
）

（
稿
本
、
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）

（
写
本
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）
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オ
ラ
ン
ダ
文
を
正
し
く
理
解
す
る
に
は
、
文
法
の
知
識
は
不
可
欠
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
文
法
を
本
格
的
に
研
究
し
は
じ
め
た
の
は
、
長
崎
の
も
と
オ
ラ
ン
ダ

Ｌ
づ
き
た
だ
お

り
ゆ
ほ

通
詞
志
築
忠
雄
（
一
七
一
ハ
○
～
一
八
○
六
、
号
を
柳
圃
と
い
う
）
で
あ
る
。

志
築
の
も
と
の
姓
は
中
野
と
い
い
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
養
父
孫
次
郎
の
跡
を
つ
い
で
稽
古
通
詞
と
な
っ
た
。
が
、
翌
年
病
気
を
理
由
に
そ
の
職
を
辞

し
、
中
野
姓
に
も
ど
り
以
降
研
究
生
活
に
入
っ
た
。
天
文
学
や
物
理
学
の
造
詣
が
ふ
か
く
、
生
前
多
く
の
著
述
を
著
わ
し
た
。

お
だ
や
か
で
情
に
厚
い
性
格
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
ま
し
て
や
名
声
や
利
益
に
て
ん
淡
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
蘭
学
を
好
み
、
世
事
か
ら
身
を
ひ
い
て
、

お
だ
や
か
で
情
に
厚
い
性
格
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

閑
居
す
る
こ
と
二
十
年
に
も
及
ん
だ
（
『
六
格
前
篇

こ
の
中
野
柳
圃
は
、
ウ
ィ
レ
ム
・
シ
ュ
ウ
ェ
ル
（

、
ご
『
目
討
呑
§
負
］
ヨ
＆
．
］
『
］
画
・
弓
困
・
］
『
、
①
版

（
鍋
）

は
苦
心
の
研
鑓
の
す
え
『
和
蘭
詞
ロ
叩
考
』
と
題
す
て

（伊）

（文天）

Ondergaandezon 

イ
リ
ヒ
イ
カ
ヅ
チ
イ
ナ
ピ
カ
リ
イ
ヌ
イ

納
口
ｕ
雷
電
乾

＊ Donder 

Blexem 

Noordweft 

(理地）

イ
ク
パ
レ
イ
コ
ケ
イ
ハ
オ
イ
タ
ダ
キ
イ
チ
パ

イ
リ
エ

板
橋
異
国
巌
獺
市
場
同
上
湾

Ｈｏｕｔｂｒｕｇ 

ソ
ェ
ル
（
一
六
五
四
～
’
七
二
○
、
イ
ギ
リ
ス
系
オ
ラ
ン
ダ
人
）
が
著
わ
し
た
『
オ
ラ
ン
ダ
文
法
』
（
乏
更
貯
国
昌
冒
意

］
『
９
版
な
ど
が
あ
る
）
や
ピ
ィ
テ
ル
・
マ
リ
ン
な
ど
の
文
法
書
な
ど
を
研
究
し
、
そ
の
大
要
を
ま
な
ん
だ
。
か
れ

と
題
す
る
オ
ラ
ン
ダ
文
法
書
を
つ
く
っ
た
。

Vreemdeland 

Ｒｏｔｓ 

Ｔｏｐ 全
』
）
。

Beurs 

Handelplaats 

Ｇｏｌｆ 
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（
耐
）

中
野
の
門
入
ち
ゅ
う
、
い
ち
ば
ん
文
法
に
通
じ
て
い
た
の
は
吉
雄
権
之
助
、
西
吉
右
衛
門
、
馬
場
貞
由
（
佐
十
郎
）
ら
一
二
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
馬
場
は
語

学
の
天
才
と
さ
れ
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
九
月
「
訂
正
蘭
語
九
品
集
」
（
写
本
、
｜
冊
）
を
著
わ
し
た
。

邦
人
が
著
わ
し
た
オ
ラ
ン
ダ
文
法
書
の
刊
行
は
、
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
年
ご
ろ
に
は
じ
ま
り
、
安
政
三
、
四
年
（
’
八
五
六
、
七
）
ご
ろ
そ
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
。
い
ま
刊
行
年
順
に
そ
れ
ら
を
一
覧
表
に
し
て
か
か
げ
て
み
よ
う
。

馬
場
貞
由

遠
田
著
明

ヘ
ン
デ
レ
ッ
キ
・
ラ
ヘ
ヶ
ッ
ス
撰

大
庭
雪
斎
訳

松
本
凌
雪
『
竹
内
宗
賢
訳

７
．
 

柳
下
元
良
、
金
子
忠
範

？
。

箕
作
院
甫

箕
作
院
甫

［
刊
本
］

馬
場
殿
［
貞
由
］

藤
林
普
山

馬
場
佐
十
郎

マ
ー
ト
シ
カ
ッ
ペ
イ
撰

『
蘭
語
冠
履
辞
考
』

「
和
蘭
文
典
前
編
訳
語
筌
巻
之
二
」

『
訳
和
蘭
文
語
前
後
編
』

『
和
蘭
文
典
読
法
一
・
二
編
』

「
”
語
学
原
始
全
』

『
新
定
和
蘭
文
範
前
編
』

「
輌
吻
乙
蘭
土
文
範
」

『
和
蘭
文
典
前
後
編
』

『
和
蘭
文
典
後
編
成
句
論
』

く
わ
ん
じ
こ
う

「
蘭
蛮
埴
冠
履
辞
考
」

「
和
蘭
語
法
解
」

「
訂
正
蘭
語
九
品
集
」

『
和
蘭
文
典
前
編
」

（
文
化
五
年
二
八
○
八
］
、
一
冊
）

（
文
化
九
年
［
一
八
一
二
］
九
月
、
上
中
下
の
三
冊
）

（
文
化
十
四
年
二
八
一
七
］
、
一
冊
）

（
の
『
ロ
ヨ
ョ
ｇ
－
８
Ｃ
【
ｚ
８
の
ａ
巳
扇
○
ず
①
の
ロ
『
四
ｍ
【
【
目
印
戸
一
八
二
二
年
版
翻
刻
、
天
保
十

一
年
二
八
四
○
］
、
一
冊
）

（
天
保
十
三
年
［
一
八
四
二
］
、
嘉
永
元
年
［
一
八
四
八
］
合
冊
も
し
く
は
二
冊
本
）

（
の
百
国
風
⑪
。
崗
三
８
ａ
ぐ
。
、
、
〕
ｐ
ｍ
Ｑ
の
『
ｚ
の
Ｑ
の
ａ
巳
（
の
９
の
国
巴
・
’
八
一
○
年
の
翻
刻
、

嘉
永
元
年
二
八
四
八
］
、
一
冊
）

（
安
政
二
年
□
八
五
五
］
、
二
冊
、
再
刊
）

（
安
政
三
年
［
一
八
五
六
］
二
月
、
一
冊
）

（
安
政
三
年
［
一
八
五
六
］
、
前
編
上
中
、
後
編
上
中
下
、
五
冊
）

（
安
政
三
年
［
一
八
五
六
］
七
月
、
十
月
、
二
冊
）

（
安
政
三
年
二
八
五
六
］
、
一
冊
）

（
安
政
三
年
二
八
五
六
］
、
一
冊
）

（
安
政
三
年
［
一
八
五
六
］
、
二
冊
）

9０（35） 



飯
泉
土
譲
、
高
橋
重
威

遠
田
著
明
訳

小
原
亭
之
輔
訳

７
．
 

小
川
玄
能

７
．
 

７
・

公
荘
徳
卿
、
窪
田
耕
夫

公
荘
徳
卿
、
窪
田
耕
夫

高
橋
重
威

［
写
本
ま
た
は
稿
本
］

前
野
良
沢

〃

中
野
柳
圃

〃 ７ 
● 

？ 
● 

" 

「
和
蘭
文
典
字
類
』

『
”
文
典
訳
語
筌

『
新
定
和
蘭
文
範

繍
驍
篝
」

「
和
蘭
語
学
原
始
』

再言頁￣

蕃ポロ訂１１窩
語蘭点蘭
象文和麻
腎典蘭知
一便文加
蒙典訓
一一訳

上
巻
一

扇
和
蘭
文
典
』

『
洋
学
順
知
」

「
和
蘭
文
典
字
類
後
編
』

「
和
蘭
訳
筌
」

「
和
蘭
語
文
署
草
稿
」

『
和
蘭
詞
品
考
』

『
蘭
学
生
前
文
』

『
助
詞
考
』

初
編
』

前
編
全
』

（
安
政
三
年
二
八
五
六
］
、
前
後
編
二
冊
）

（
安
政
三
年
［
一
八
五
六
］
、
二
冊
）

（
宛
員
曹
§
Ｑ
ｏ
さ
員
§
§
、
」
呑
烏
乱
貝
冴
・
意
§
←
安
政
三
年
［
一
八
五
六
］
八
月
、

一
冊
）

（
安
政
三
年
二
八
五
六
］
八
月
、
一
冊
）

（
騨
尉
豚
。
§
園
阿
§
：
「
」
呑
烏
ミ
ミ
厨
３
．
忽
日
§
曹
菖
恩
薗
鳶
園
§
§
「

、
Ｓ
・
←
§
費
」
呑
烏
→
旨
貫
き
○
・
畳
且
愚
一
八
四
四
年
版
翻
刻
、
安
政
三
年
［
一
八
五

六
］
九
月
、
一
冊
）

（
安
政
四
年
［
一
八
五
七
］
三
月
、
一
冊
）

（
安
政
四
年
□
八
五
七
］
、
一
冊
）

（
安
政
四
年
二
八
五
七
］
五
月
、
一
冊
）

禽
日
『
息
圃
．
弓
。
Ｓ
烏
曽
員
討
二
：
。
且
一
八
五
四
年
翻
刻
、
安
政
四
年
［
一
八
五
七
］
八

月
、
二
冊
）

（
安
政
四
年
ロ
八
五
七
］
九
月
、
｜
冊
）

（
安
政
四
年
［
一
八
五
七
］
、
一
冊
、
安
政
六
年
二
八
五
九
］
再
刊
）

（
安
政
五
年
二
八
五
八
］
、
一
冊
）

（
天
明
五
年
三
七
八
五
］
、
一
冊
）

（
？
、
一
冊
）

（
？
、
｜
冊
）

（
？
、
一
冊
）

（
？
、
一
冊
）

(36）８９ 



日本洋学史

い
ま
か
か
げ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
関
係
の
著
作
は
、
蘭
学
生
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
日
本
に
お
い
て
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
編
述
・
刊
行
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
書
は
、
文
化
九
年
［
一
八
一
二
］
に
上
梓
さ
れ
た
藤
林
普
山
の
「
和
蘭
語
法
解
』
（
三
冊
）
で
あ
る
。

馬
場
貞
由

〃〃〃

７
・

中
野
柳
圃

〃

宇
田
川
玄
随

羽
栗
費
（
洋
斎
）

志
築
忠
雄

馬
場
貞
由

馬
場
貞
由

藤
林
普
山

大
槻
玄
幹

吉
雄
権
之
助

７
．
 

ワ
５

『
六
格
前
篇
』

『
蘭
語
九
品
集
』

『
訂
正
蘭
語
九
品
集
』

『
和
蘭
文
範
摘
要
』

「
和
蘭
語
法
解
」

『
訂
正
和
蘭
接
続
詞
考
』

『
属
文
錦
嚢
』

『
和
蘭
訳
筌
』

『
和
蘭
文
典
和
解
」

（
ガ
ラ
ン
マ
チ
カ
和
解
）

『
蘭
語
首
尾
接
詞
考
』

『
和
蘭
字
類
訳
名
妙
』

『
蘭
字
述
』

「
蘭
字
醸
音
捷
法
」

か
い
ざ
ん
け
つ

『
蘭
語
助
辞
解
残
欠
』

し
よ
し

『
蘭
文
法
諸
時
』

「
四
法
諸
時
対
訳
』

『
蘭
訳
弁
電
巻
一
・
二
・
三
・
四
・
五
』

〆へ〆■、〆￣、／■、〆■、〆■、

？？？？？？ 
、、、、、、

（
？
、
一
冊
）

（
筧
政
五
年
［
一
七
九
三
］
、
五
冊
）

（
文
化
十
一
年
□
八
一
四
］
、
一
冊
）

（
文
化
十
一
年
二
八
一
四
］
、
一
冊
）

（
文
化
十
一
年
［
一
八
一
四
］
、
一
冊
）

（
文
化
十
一
年
三
八
一
四
］
、
一
冊
）

（
文
化
十
二
年
［
一
八
一
五
］
、
三
冊
）

（
文
化
十
三
年
二
八
一
六
］
、
一
冊
）

（
文
政
四
年
［
一
八
二
三
、
｜
冊
）

（７．） 

（？。）

二
巻
一
冊
）

一
冊
）

一
冊
）

一
冊
）

一
冊
）

｜
冊
）

8８（37） 



て
ん
も
ん
か
た

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
幕
府
は
、
江
戸
蔵
前
片
町
に
「
天
文
台
」
（
暦
局
）
を
創
置
し
た
。
そ
》
」
に
勤
め
る
役
官
は
天
文
方
と
い
い
、
若
年
寄
に
属
し
、

天
文
・
測
量
・
地
誌
な
ど
の
研
究
の
ほ
か
、
外
国
書
の
翻
訳
な
ど
の
し
ご
と
を
担
当
し
た
。
文
化
八
年
（
一
八
二
）
「
天
文
台
」
の
な
か
に
「
蛮
書
和
解
御

用
」
と
い
っ
た
一
局
が
設
け
ら
れ
、
長
崎
か
ら
は
馬
場
佐
十
郎
（
貞
由
）
、
江
戸
在
住
の
蘭
学
者
か
ら
は
、
大
槻
玄
沢
が
訳
官
と
し
て
採
用
さ
れ
、
公
務
が
ひ

ま
の
と
き
、
シ
ョ
メ
ル
の
家
庭
百
科
辞
典
（
「
厚
生
新
編
」
）
の
翻
訳
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。

蘭
学
が
幕
府
の
公
学
に
な
る
に
及
ん
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
が
国
内
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
天
保
十
二
年
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
か

け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
文
典
（
原
書
）
の
翻
刻
本
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
教
材
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

よ
く
用
い
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
文
典
の
翻
刻
本
は
、
マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
イ
（
富
四
四
厨
呂
眉
已
）
や
ク
ラ
マ
ー
ス
（
］
・
【
『
口
日
の
円
⑪
）
ら
が
編
ん
だ
も
の
で
あ
っ

た
。

（
郷
）

っ
て
行
っ
た
。

し
せ
い

蘭
学
は
も
と
も
と
市
井
の
学
者
の
あ
い
だ
か
ら
興
っ
た
も
の
で
あ
う
。
が
、
や
が
て
幕
府
は
そ
れ
を
採
用
し
、
ま
た
蘭
学
者
た
ち
も
召
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

(38）８７ 



日本洋学史

ＧＲＡＭＭＡＴＩＣＡ、

０Ｆ 

［
右
の
大
意
］

マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
イ
が
編
ん
だ
一
般
む
け
の
『
オ
ラ
ン
ダ
文
法
』
。
第

二
版
。
ラ
イ
デ
ン
、
デ
フ
ェ
ン
ダ
ー
、
フ
ロ
ー
ー
ゲ
ン
に
お
い
て
。
Ｄ
・
デ

ー
・
モ
ル
テ
ィ
エ
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ン
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ド
ゥ
・
ラ
ン
ゲ
、
Ｊ
・

オ
ー
ム
ヶ
ン
ス
の
各
社
か
ら
一
八
二
二
年
に
刊
行
。

同
書
は
ｍ
ｍ
ｘ
獅
四
厚
さ
約
１
ｍ
で
あ
る
。

NEDERDUITSCHESPRAAKKUNSm 

UITGEGＥＶＥＮＤＯＯＲＤＥ 

ＭＡＡＴＳＣＨＡＰＰＵ： 

ＴＯＴＮＵＴＭｈＮ，ＴＡＬＧＥＭＥＥＮ， 

ＴＷＥＥＤＥＤＲＵＮＫ． 

TeLEYDEN,DEVENTEReBnGRONINGEN,ｂｉｊ 

ＵＤＵＭＯＲＴＩＥＲＥＮＺＯＯＮ， 

』.Ｈ･ｄｅＬＡＮＧＥＥＮ

ＬＯＯＭＫＥＮＳ 

ＭＤＣＣＣＸＸＩＩ 
奥
付
に
、

安
政
四
丁
巳
年
七
月

日
本
橋
通
二
丁
目

山
城
屋
佐
兵
衛

江
都
書
林
本
石
町
十
軒
店播
磨
屋
膳
五
郎

浅
草
茅
町
二
丁
目

須
原
屋
伊
八

と
あ
る
。

8６（39） 

作州箕作氏蔵版
和

典

編前

天保十三年壬寅九月真准刊行



ＳＹＮＴＡｘＩＳ 

ＯＦ 

ＷＯＯＲＤＶＯＥＧＩＮＧ 

ＤＥＲ 

［
右
の
大
意
］

マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
イ
が
編
ん
だ
一
般
む
け
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
統
語
論
。

ラ
イ
デ
ン
、
デ
フ
ェ
ン
ダ
ー
、
フ
ロ
ニ
ン
ゲ
ン
に
お
い
て
。
Ｄ
・
デ
ュ
・

モ
ル
テ
ィ
エ
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ン
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ラ
ン
ゲ
、
Ｊ
・
オ
ー
ム
ケ
ン

ス
の
各
社
か
ら
一
八
一
○
年
に
刊
行
。

同
書
は
岨
、
×
獅
興
厚
さ
約
１
ｍ
で
あ
る
。

ＮＥＤＥＲＤＵＩＴＳＣＨＥｎＡＡＬ， 

ＵＩＴＧＨＺＣＩＷＥＮＤＯＯＲＤＥ 

MAATSCHAPPIJ： 

ＴＵＴＮＵＴＷ４Ｎ,TALGEMEElM 

TELEYDENDEVENTERENGRONINGEN,ＢＩＪ 

Ｄ・ＤＵＭＯＲＴＩＥＲｅｎＺＯＯＮ，

』.Ｈ･ｄｅＬＡＮＧＥ,ＥＮ

Ｊ･ＯＯＭＫＥＮＳ 

ＭＤＣＣＣＸ 

奥
付
に
、安
政
四
丁
巳
年
七
月

日
本
橋
通
二
丁
目

山
城
屋
佐
兵
衛

江
都
書
林
本
石
町
十
軒
店播
磨
屋
膳
五
郎

浅
草
茅
町
二
丁
目

須
原
屋
伊
八

と
あ
る
。

(40）８５ 

作州箕作氏蔵版

和

典

嘉永元年戌申九月稟准



日本洋学史

ＲＵＤⅢIＨＥＮＩｌ４ 

ＯＦ 

ＧＲＯＮＤＥＮ 

ＤＦＲ 

刊
行
。

［
右
の
大
意
］

マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
イ
が
編
ん
だ
一
般
む
け
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
基
礎
。
第

一
部
。
（
語
形
成
に
つ
い
て
）
。
第
四
版
。
ラ
イ
デ
ン
、
デ
フ
ェ
ン
ダ
ー
、

フ
ロ
ニ
ゲ
ン
に
お
い
て
。
Ｄ
・
デ
ュ
・
モ
ル
テ
ィ
エ
・
エ
ン
・
ゾ
ー
ン
、

Ｊ
・
デ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
、
Ｊ
・
オ
ー
ム
ヶ
ン
ス
の
各
社
か
ら
一
八
二
七
年
に

同
書
は
ｍ
ｍ
ｘ
魂
皿
厚
さ
約
１
ｍ
で
あ
る
。

ＮＥＤＥＲＤＵＩＴＳＣＨＥＩＡＡＬ， 

ＵＩＴＧＥＧＥＶＥＮＤＯＯＲＤＥ 

ＭＡＡＩＳＣＨＡＰＰＩＪ： 

ｍＴＮｕＴＭ４Ⅳ,TALGEMEEjvl 

ＬＳＴＵＫﾉＥ 

（COVERDEWOORDGRONDING） 

ＶＩＥＲＤＵＩＴＧＡｙＥ 

ＴＥＬＥＹＤＥＮ,ＤＥＶＥＮＴＥＲＥＮＧＲＯＮＩＮＧＥＮ,ＢＩＪ 

ＤＤＵＭＯＲＴｍＲｅｎＺＯＯＮ， 

』.Ｈ･ＤＥＬＡＮＧＥ,ＥＮ

ＪＯＯＭＫＥＮＳ･ 

ＭＤＣＣＣＸＸＶｍ． 

奥
付
に
、柳
下
元
良
校

安
政
三
年
両
辰
八
月

書
騨
江
戸
芝
神
明
前

和
泉
屋
吉
兵
衛

と
あ
る
。

8４（41） 

川越

柳下元良金子忠範
同校

定
和

編前

安政三年丙辰八月真准



こ
の
見
開
の
つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ｚ
の
□
の
ａ
巳
扇
●
ず
①
の
ご
『
四
口
丙
六
ロ
ロ
⑪
〆
Ｑ
ｏ
ｏ
円
勺
・
一
三
の
一
一
四
コ
且
巳
碕
の
、
の
ぐ
の
ロ

】
ゴ
ロ
四
四
日
○
口
○
℃
旨
の
言
ご
囚
ロ
ゴ
円
の
白
色
扇
げ
の
切
目
ロ
『
Ｑ
の
【

ロ
日
四
国
蕨
。
ゴ
の
幻
呂
巨
ワ
ー
ー
①
界
・
Ｚ
】
の
ロ
ョ
「
の
ロ
。
。
『
Ｑ
の
ゴ
ロ
員
の
■
『
い
の
］
ぐ
の
己

○
ぐ
の
『
国
の
ロ
ロ
の
①
曰
く
①
『
ず
の
｛
の
『
□
の
Ｑ
円
巨
丙
・
弓
の
□
。
『
□
『
の
◎
ず
〆
国
】
］
国
］
口
⑩
⑩
の

…
自
国
…
』
圏
Ｐ
こ
の
文
章
の
大
意
は
ｌ
バ
ク
ビ
ァ
共
和
国

政
府
の
名
と
命
に
よ
っ
て
Ｐ
・
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ト
が
編
ん
オ
ラ
ン
ダ
文
法
。

作
者
自
身
が
剛
修
し
た
新
版
。
ド
ル
ト
レ
ク
ト
の
ブ
ル
ッ
セ
・
エ
ン
・
フ

ァ
ン
・
プ
ラ
ー
ム
社
よ
り
一
八
三
九
年
に
刊
行
。

同
書
は
唖
叩
×
繩
皿
厚
さ
旧
血
で
あ
る
。

と
あ
る
。

奥
付
に
、木
村
海
絨
校
正

安
政
三
丙
辰
年

京
寺
町
通
松
源

勝
村
治
右
衛
門

大
坂
心
斎
橋
北
久
太
郎
町

河
内
屋
喜
兵
衛

江
戸
日
本
橋
通
二
丁
目

山
城
屋
佐
兵
衛

(42）８３ 
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日本洋学史

第
一
歩
。
サ
ラ
マ
ン
グ
の
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
・
エ
ン
・
コ
ン
ブ
社
よ
り
一
八

四
四
年
に
刊
行
。

同
書
は
咀
叩
×
”
興
厚
さ
叩
血
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
に
あ
る
学
校
で
用
い
る
た
め
の
オ
ラ
ン
ダ
文
法
の

［
右
の
大
意
］

ＥＣ応zcbegi"seJe〃

“『

脈庇Ｍ"iMbeSpm《zjUt""ｓｒ

蛇ｒ伽e"s陀伽rSChoJCJ0

j〃lWdblltzMsc〃OCS小j"die

Ｓａｍ、α"＆

hyOEPhα"'e〃ＣＯ"qp、

１８Ｗ 
奥
付
に
、

と
あ
る
。

皇
安
政
丙
辰
季
秋
翻
刻
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諸
藩
に
お
け
る
蘭
学

鎖
国
時
代
、
西
洋
の
こ
と
を
学
ぼ
う
と
す
る
と
き
、
第
一
語
学
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
知
識
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
諸
藩
の
中
に
は
、

逸
早
く
蘭
学
を
藩
校
の
教
科
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
た
所
も
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
蘭
学
普
及
の
誘
因
と
な
っ
た
の
は
、
嘉
永
年
間
に
ペ
リ
ー
が
率
い
る
黒

究
に
任
せ
」
ら
れ
た
と
い
う
（
『
福
翁
自
伝
』
）
。

わ
が
国
で
唯
一
の
洋
学
教
育
機
関
で
あ
る
「
蕃
書
調
所
」
お
ち
「
洋
書
調
所
」
「
開
成
所
」
と
改
称
）
が
、
江
戸
神
田
小
川
町
に
開
校
し
た
の
は
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
の
こ
と
だ
が
、
翌
三
年
ご
ろ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
典
が
相
つ
い
で
刊
行
さ
れ
る
の
と
相
ま
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
習
が
一
段
と
活
発
に
な

る
。
が
、
や
が
て
時
代
の
移
り
か
わ
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
英
学
、
仏
学
、
独
逸
学
な
ど
が
新
た
な
外
国
語
と
し
て
注
目
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
学
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
か
っ
て
の
勢
力
を
失
い
、
や
が
て
は
廃
語
同
然
に
な
っ
て
ゆ
く
。

い
ま
か
か
げ
た
も
の
の
中
で
、
幕
末
に
人
気
が
あ
り
、
よ
く
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
翻
刻
本
は
、
箕
作
院
甫
の
、
『
和
蘭
文
典
前
後
編
二
巻
』
（
前

グ
ラ
マ
テ
イ
カ

編
は
、
天
保
十
三
年
刊
、
後
編
は
嘉
永
元
年
刊
）
で
あ
っ
た
。
緒
方
の
「
適
塾
」
で
は
、
入
門
し
た
者
は
、
ま
ず
同
書
の
「
前
編
」
の
素
読
と
釈
義
を
教
わ

シ
ン
タ
キ
ス

る
。
そ
れ
が
お
わ
る
と
「
後
編
」
に
入
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
素
読
と
釈
義
を
教
わ
る
。

こ
の
二
つ
を
読
み
お
え
た
者
は
、
「
会
読
」
（
輪
講
）
の
コ
ー
ス
に
入
る
。
会
読
の
ク
ラ
ス
は
、
十
名
か
ら
十
五
名
の
学
生
か
ら
成
り
、
先
輩
の
教
師
が
学
生

も
つ
ば

の
訳
読
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
の
出
来
ぐ
あ
ぃ
を
え
ん
魔
帳
に
白
玉
、
黒
玉
を
も
っ
て
つ
け
る
。
△
云
読
の
課
程
を
お
え
る
と
、
あ
と
は
「
専
ら
自
身
自
力
の
研

か
ら
一
時
間
オ
ラ
ン
ダ
藷

「
赤
松
則
良
半
生
談
』
）
。

の
り
よ
し

く
と
う

赤
松
則
良
（
一
八
四
一
～
’
九
一
一
○
、
明
治
期
の
海
軍
軍
人
）
は
、
若
い
と
き
蕃
書
調
所
の
句
読
教
授
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
一
一
一
十
名
ほ
ど

の
稽
古
人
（
学
生
）
を
受
け
も
っ
た
が
、
の
ら
く
ら
日
を
送
っ
て
い
る
者
が
多
く
、
毎
日
授
業
に
出
て
来
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
出
席
者
は
ひ
と
り
ず
つ
、
教
師

か
ら
一
時
間
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。
教
科
書
は
、
教
授
方
の
箕
作
院
甫
が
翻
刻
し
た
『
和
蘭
文
典
前
後
編
二
巻
』
で
あ
っ
た
と
い
う

＊ 

(44）８１ 



日本洋学史

秋
田
藩
の
蘭
学
は
、
西
洋
画
と
砲
術
部
門
に
お
い
て
の
み
交
渉
が
あ
り
、
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
よ
う
だ
。
南
部
藩
の
蘭
学
は
、
医
学
と
の
関
連
に
お
い
て

は
じ
ま
り
、
文
久
二
年
（
一
八
六
一
）
に
西
洋
医
学
校
（
「
日
新
堂
」
）
が
創
設
さ
れ
る
や
、
医
学
の
ほ
か
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
語
学
・
農
学
・

物
理
学
・
博
物
学
な
ど
が
教
授
さ
れ
た
。
蘭
学
の
ほ
う
は
、
日
新
館
の
総
督
・
八
角
宗
律
が
教
鞭
を
と
っ
た
。

米
沢
藩
か
ら
は
、
藩
医
・
堀
内
忠
意
（
林
哲
）
、
宮
崎
元
良
、
高
橋
桂
山
（
一
七
七
四
～
一
八
三
○
）
ら
の
蘭
学
者
が
出
て
お
り
、
堀
内
と
宮
崎
は
寛
政
元

年
（
一
七
八
九
）
に
江
戸
に
出
る
と
、
大
槻
玄
沢
の
「
芝
蘭
堂
」
に
入
門
し
蘭
学
を
ま
な
び
、
高
橋
は
長
崎
に
遊
学
し
医
学
と
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
び
、
蘭
方
医

（
佃
）

諸
藩
に
お
け
る
蘭
学
の
発
達
を
阻
害
し
て
い
た
４
℃
の
は
、
蘭
学
に
対
す
る
偏
見
や
無
理
解
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
が
、
東
北
諸
藩
の
蘭
学
研
究
に
関
し
て
異

彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
仙
台
藩
の
蘭
学
で
あ
る
。
同
藩
に
お
け
る
蘭
学
の
研
究
は
、
明
和
・
安
永
年
間
（
一
七
六
○
～
七
○
年
代
）
の
工
藤
平
助
（
一
七
三
四

～
一
八
○
○
、
江
戸
後
期
の
医
家
、
経
世
家
）
や
林
子
平
（
’
七
一
一
一
八
～
九
三
、
江
戸
後
期
の
経
世
家
）
ら
の
地
理
学
研
究
を
そ
の
端
緒
と
し
、
寛
政
・
文
化

（
机
）

期
（
一
七
九
○
～
’
八
一
○
年
代
）
に
大
槻
一
家
の
蘭
学
者
が
つ
づ
い
て
山
山
る
に
及
ん
で
本
格
化
し
た
。

し
げ
か
上

大
槻
玄
沢
（
名
は
茂
質
）
は
、
仙
ム
ロ
藩
の
洋
学
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
日
本
の
蘭
学
の
発
達
に
も
っ
と
も
貢
献
し
た
一
人
で
あ
る
。
大
槻
の
蘭
学

の
師
匠
は
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
で
あ
り
、
の
ち
両
師
の
各
一
宇
を
と
っ
て
、
”
玄
沢
“
と
称
し
た
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
長
崎
に
約
半
年
遊
学
し
た
の

諸
藩
に
お
け
る
蘭
学
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
い
ま
そ
の
概
説
を
試
み
て
み
よ
う
。

津
軽
藩
が
藩
校
「
稽
古
館
」
（
寛
政
八
年
創
設
）
の
な
か
に
〃
蘭
学
堂
“
な
る
も
の
を
設
け
、
蘭
学
を
研
究
す
る
道
を
開
い
た
の
は
安
政
六
年
二
八
五
九
）

二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
藩
が
蘭
学
を
採
用
す
る
に
い
た
る
直
接
の
動
機
は
、
藩
内
の
医
療
と
蝦
夷
地
の
警
備
の
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

津
軽
藩
を
代
表
す
る
蘭
学
者
と
し
て
は
佐
々
木
元
俊
（
一
八
一
八
～
七
四
、
町
医
）
が
お
り
、
か
れ
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
江
戸
に
あ
が
り
、
杉
田
成

卿
（
一
八
一
七
～
五
九
、
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
）
の
門
に
入
り
、
蘭
学
を
ま
な
び
、
の
ち
麻
布
に
医
業
を
営
む
か
た
わ
ら
蘭
学
の
修
業
を
つ
づ
け
、
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
『
蕃
語
象
膏
』
（
蘭
々
辞
典
の
翻
刻
二
冊
）
を
私
版
で
だ
し
た
。
ま
た
津
軽
藩
か
ら
は
『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
に
参
加
し
た
桐
山
正
哲
が
出
て
い

船
艦
隊
が
来
航
し
、
開
国
を
迫
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
”
）
 

と
な
っ
た
。

（｜ 

る
。
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仙
台
藩
の
蘭
学
は
、
大
槻
玄
沢
を
開
祖
と
す
る
の
だ
が
、
同
藩
か
ら
は
す
ぐ
れ
た
蘭
学
者
が
少
な
か
ら
ず
誕
生
し
た
。
た
と
え
ば
、
大
槻
玄
沢
、
馬
場
佐
十

郎
、
桂
川
甫
賢
の
門
に
学
ん
だ
佐
々
木
仲
沢
（
の
ち
「
医
学
館
」
の
助
教
と
な
る
）
、
蘭
医
・
吉
田
長
叔
、
馬
場
佐
十
郎
な
ど
に
つ
い
て
医
学
や
オ
ラ
ン
ダ
語

を
学
ん
だ
小
関
三
英
は
、
天
保
六
年
（
一
八
一
一
一
五
）
は
天
文
台
の
訳
官
と
な
り
、
シ
ョ
メ
ー
ル
の
「
厚
生
新
編
」
の
翻
訳
に
従
事
し
た
。

佐
々
木
、
小
関
に
つ
い
て
蘭
方
医
と
し
て
現
れ
た
の
は
、
楢
林
重
兵
衛
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
木
村
寿
徳
、
カ
ス
パ
ル
外
科
を
修
め
た
猪
股
松
順
、

仙
台
に
お
け
る
ロ
シ
ア
学
の
創
始
者
と
し
て
名
を
な
し
た
小
野
寺
丹
元
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
鳴
瀧
塾
に
学
ん
だ
大
槻
俊
斎
（
’
八
○
六
～
六
二
、
の
ち
幕
府
の

「
種
痘
所
」
の
頭
取
）
、
伊
達
安
芸
の
家
臣
・
赤
坂
圭
斎
や
白
石
の
蘭
学
者
・
可
野
亮
な
ど
が
い
る
。
赤
坂
は
ド
イ
ツ
人
Ｊ
・
Ｎ
・
イ
ス
フ
ォ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

『
理
学
初
歩
』
の
蘭
訳
を
訳
述
し
、
可
野
は
『
和
蘭
辞
典
』
（
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
と
「
訳
鍵
」
と
を
校
合
し
、
両
者
の
長
所
を
と
っ
て
作
っ
た
簡
易
版
、
未
完
）

（
例
）

や
『
蘭
学
独
案
内
』
（
オ
ラ
ン
ダ
文
法
書
、
上
下
の
一
一
冊
本
）
な
ど
の
著
述
が
あ
る
。

（
帽
）

幕
末
期
、
水
戸
藩
は
海
防
や
軍
備
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
蘭
学
の
導
入
を
は
か
り
、
反
射
炉
を
つ
く
り
、
鋳
砲
を
お
こ
な
っ
た
が
、
藩
校
「
弘
道
館
」
で

幕
末
期
、
水
戸
藩
は
海
防
や
軍
備
里

は
蘭
学
を
教
授
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ち
江
戸
に
も
ど
っ
た
。
翌
年
仙
台
藩
侍
医
と
な
っ
た
。
寛
政
元
年
（
’
七
八
九
）
六
月
、
本
材
木
町
に
家
塾
「
芝
蘭
堂
」
を
ひ
ら
い
た
。
同
年
か
ら
文
政
九
年

（
他
〉

（
一
八
一
一
六
）
に
い
た
る
一
一
一
十
六
年
間
に
玄
沢
の
門
に
ま
な
ん
だ
数
は
九
十
四
名
を
数
え
た
。

大
槻
玄
沢
の
名
を
不
朽
に
と
ど
め
た
も
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
入
門
書
『
蘭
学
階
梯
』
（
天
明
三
年
二
七
八
三
年
］
成
稿
）
で
あ
る
。
同
書
は
日
本
に
お

け
る
西
洋
語
学
書
刊
行
の
端
緒
を
開
い
た
ば
か
り
か
、
こ
の
書
を
読
み
蘭
学
を
志
し
、
大
槻
の
門
を
た
た
く
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
蘭
学
史
上
の
大
槻
の
業

績
は
、
幕
命
を
う
け
て
オ
ラ
ン
ダ
書
の
訳
述
（
フ
ラ
ン
ス
人
ノ
ェ
ー
ル
．
シ
劃
メ
ー
ル
が
編
ん
だ
家
庭
百
科
全
書
の
蘭
訳
ｌ
『
厚
生
新
編
」
）
に
従
っ
た
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
『
解
体
新
書
』
の
校
訂
や
語
学
書
の
刊
行
に
ひ
っ
生
の
力
を
尽
し
た
こ
と
で
あ
る
。

仙
台
藩
の
藩
校
（
「
学
問
所
」
）
を
「
養
賢
堂
」
と
公
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
安
永
元
年
（
’
七
七
二
）
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
養
賢
堂
で
講

じ
ら
れ
た
教
科
は
、
漢
学
、
武
術
・
習
字
ｂ
算
術
。
礼
法
な
ど
で
あ
っ
た
。
文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
に
「
蘭
学
方
」
の
一
科
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
お
い
て

（
柵
）

は
じ
め
て
洋
学
の
講
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
翌
五
年
一
一
月
、
す
で
に
独
立
し
て
い
た
「
医
学
館
」
に
蘭
方
科
が
置
か
れ
た
た
め
、
仙
台
藩
の
蘭
学
研
究
の
中
心
は

｜
時
医
学
館
に
移
っ
た
。
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佐
倉
藩
の
蘭
学
は
、
藩
主
の
命
に
よ
り
藩
医
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
っ
た
の
だ
が
、
同
藩
は
文
政
六
年
（
一
八
二
一
一
一
）
以

来
、
房
総
海
岸
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
蘭
学
導
入
の
も
う
一
つ
の
理
由
が
洋
式
の
砲
術
を
採
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

福
井
藩
の
蘭
学
は
、
安
政
四
年
（
’
八
五
七
）
四
月
に
橋
本
左
内
（
’
八
三
四
～
五
九
、
幕
末
期
の
志
士
）
が
藩
校
「
明
道
館
」
内
に
「
洋
書
習
字
所
」

（
妃
）

（
定
員
三
十
名
）
を
付
設
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
橋
本
は
嘉
永
一
一
年
（
’
八
四
九
）
の
冬
、
大
坂
の
適
塾
に
入
門
し
、
一
一
年
数
ヵ
月
ま
な
び
さ
ら
に
安
政
－
工

い
つ
き

年
（
一
八
五
四
）
江
戸
に
出
る
と
、
坪
井
信
良
・
杉
田
成
卿
・
市
川
斎
宮
ら
か
ら
広
く
洋
学
や
医
学
を
習
得
し
た
。

嘉
永
六
年
（
’
八
五
三
）
洋
学
の
教
導
掛
と
し
て
、

の
蘭
方
医
）
は
、
巷

隆
の
基
と
な
っ
た
。

佐
倉
藩
に
は
じ
め
て
蘭
学
（
オ
ラ
ン
ダ
医
学
）
ら
し
い
も
の
が
這
入
っ
て
き
た
の
は
寛
政
二
年
（
’
七
九
○
）
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
時
の
藩
主
正
順
は
、

こ
う
ぎ
ゆ
う

士
口
雄
耕
牛
（
一
七
二
四
～
一
八
○
○
、
江
戸
中
期
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
、
医
師
）
の
門
人
・
樋
口
保
貞
（
の
ち
司
馬
と
改
め
た
）
を
藩
医
と
し
て
召
し
抱
え
た
と

き
に
は
じ
ま
る
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
四
月
、
藩
医
・
鏑
木
仙
安
は
藩
主
よ
り
西
洋
書
の
研
究
を
命
じ
ら
れ
る
や
江
戸
に
出
て
箕
作
院
甫
の
門
に
入
り
オ

ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
。
翌
天
保
十
年
十
月
、
藩
医
・
西
淳
甫
も
同
様
の
命
を
う
け
た
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
樋
口
と
西
の
両
名
は
、
藩
命
に
よ
り
一
年

（
伯
）

あ
ま
り
長
崎
に
遊
学
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
西
洋
医
学
を
勉
強
し
た
。
か
れ
壽
ら
が
西
洋
学
修
業
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
当
時
外
国
船
が
日
本
近
海
に
し
き
り
に
出

（
灯
）

没
し
、
海
防
兵
備
の
う
一
兄
か
ら
も
洋
学
の
必
要
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

天
保
十
四
年
（
’
八
四
三
）
八
月
、
江
戸
両
国
の
薬
研
堀
で
開
業
と
家
塾
（
「
和
田
塾
」
）
を
開
い
て
い
た
佐
藤
泰
然
（
’
八
○
四
～
七
一
一
、
幕
末
・
維
新
期

ま
さ
よ
Ｌ

の
蘭
方
医
）
は
、
藩
主
正
睦
に
客
分
と
し
て
招
か
れ
佐
倉
に
移
る
と
、
町
医
と
な
り
佐
倉
本
町
に
「
順
天
堂
」
を
開
業
し
た
。
こ
れ
は
佐
倉
に
お
け
る
蘭
学
輿

江
戸
の
蘭
医
…
…
坪
井
信
良
（
済
世
館
医
学
所
教
授
兼
洋
学
教
授
）

藩
医
…
…
真
下
宗
三
（
洋
学
句
読
師
）

町
医
…
…
宮
永
欽
哉
（
〃
）

〃
…
…
魚
住
順
方
（
〃
）
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△
江
が
く
に

広
島
藩
の
蘭
学
は
、
藩
主
浅
野
長
訓
（
一
八
一
一
一
～
七
一
一
）
が
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
来
航
以
来
、
洋
学
を
導
入
し
よ
う
と
計
画
を
立
て
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

し
か
し
、
蘭
学
の
教
授
を
は
じ
め
る
に
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
教
師
が
い
な
く
て
は
着
手
で
き
な
い
。
が
、
安
政
三
年
（
’
八
五
六
）
十
月
に
い
た
り
、

下
問
良
弼
い
う
者
を
三
人
扶
持
で
採
用
し
て
蘭
学
生
の
指
導
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
同
人
は
文
久
一
一
年
（
’
八
六
二
）
七
月
病
死
し
た
た
め
に
頓
挫
を
き
た
し
た
。

つ
い
で
文
久
三
年
六
月
、
一
一
一
刀
立
寛
と
い
う
賀
茂
郡
仁
方
村
の
農
医
を
五
人
扶
持
で
医
師
と
し
て
取
り
た
て
蘭
学
を
教
授
さ
せ
た
が
、
元
治
・
慶
応
と
時
代

が
変
わ
る
に
つ
れ
て
蘭
学
は
急
に
お
と
ろ
え
、
英
学
や
仏
学
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
島
藩
が
「
洋
学
所
」
（
の
ち
「
修
道
館
」
）
を
開
設
し

（
別
）

た
の
は
明
治
一
一
年
（
’
八
六
九
）
一
一
一
月
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
航
海
測
量
・
漢
学
・
洋
学
（
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
）
な
ど
を
教
授
し
た
。

松
江
藩
の
蘭
学
の
起
源
は
ふ
る
く
、
藩
主
松
平
治
郷
の
時
代
ｌ
寛
政
の
こ
ろ
（
一
七
八
○
～
九
○
年
代
）
か
ら
す
で
に
江
戸
藩
邸
を
中
心
に
蘭
学
の
研
究

く
つ
色
ま
ざ
つ
ば

が
は
じ
ま
っ
た
。
藩
士
萩
野
信
敏
は
大
槻
玄
沢
や
朽
木
昌
綱
（
一
七
五
○
～
’
八
○
一
一
、
円
波
国
福
知
山
藩
主
、
蘭
学
者
）
と
親
し
く
交
わ
り
、
ま
た
藩
儒
園

よ
し
な
が

安
政
の
大
獄
に
よ
り
、
藩
主
松
平
慶
永
が
隠
居
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
、
橋
本
４
℃
ま
た
捕
え
ら
れ
、
江
戸
伝
馬
町
の
獄
で
斬
ら
れ
る
に
及
ん
で
洋
書
習
字
所
は
不

振
と
な
っ
た
が
、
細
々
と
命
脈
を
た
も
ち
明
治
維
新
を
迎
え
た
。
わ
が
国
の
語
学
の
気
運
は
英
学
に
む
か
っ
て
お
り
、
蘭
学
は
そ
の
後
自
然
消
滅
す
る
運
命
に

翌
弘
化
二
年
二
八
四
五
）
五
月
、
「
洋
学
館
」
が
新
た
に
開
設
さ
れ
る
や
、
広
く
門
戸
を
ひ
ら
き
他
国
人
も
入
学
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
蘭
学
関
係
の
大

野
藩
の
大
き
な
貢
績
と
し
て
自
然
科
学
の
訳
述
書
の
ほ
か
に
、
『
改
正
増
補
訳
鍵
』
（
大
野
藩
士
・
広
田
恵
寛
撰
、
安
政
四
年
刊
、
五
冊
）
や
『
英
吉
利
文
典
』

極斫 大
野
藩
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
四
月
、
「
明
倫
館
」
を
創
設
す
る
と
、
同
年
五
月
蘭
学
世
話
役
に
吉
田
拙
蔵
を
任
じ
、
生
徒
の
教
育
と
翻
訳
研
究
に

あ
た
ら
せ
た
。
さ
ら
に
十
二
月
、
緒
方
洪
庵
の
高
弟
・
伊
藤
慎
蔵
を
招
き
、
同
人
を
主
任
教
授
と
し
、
さ
ら
に
藩
士
西
川
貫
蔵
、
山
崎
譲
ら
こ
れ
を
助
け
さ
せ

あ
っ
た
。

（
相
）
」

ら
が
任
命
さ
れ
た
。
鉢

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
安
政
四
年
刊
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ペ
イ
ル
箸
の
翻
刻
）
な
ど
が
あ
る
。

幹
事
・
学
監
で
あ
っ
た
橋
本
は
ま
も
な
く
江
戸
に
召
し
出
さ
れ
、
坪
井
、
真
下
も
江
戸
に
引
き
あ
げ
る
と
、
蘭
学
の
教
授
に
も
支
障
が
お
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外
的
関
心
も
ふ
か
く
、
西
洋
文
化
に
接
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
。

村
田
は
弘
化
年
間
（
一
八
四
四
～
四
七
）
緒
方
の
適
塾
に
ま
な
び
、
そ
の
卓
越
し
た
語
学
力
を
も
っ
て
塾
頭
に
ま
で
な
り
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
郷
里

に
帰
り
医
業
を
ひ
ら
い
た
。
ペ
リ
ー
来
航
後
、
宇
和
島
藩
に
迎
え
ら
れ
、
西
洋
の
兵
書
の
翻
訳
や
軍
艦
製
造
な
ど
を
指
導
し
た
の
ち
江
戸
に
出
る
と
、
蕃
書
調

所
や
講
武
所
な
ど
に
出
仕
し
た
。
か
た
わ
ら
蘭
学
塾
を
開
き
、
西
洋
の
兵
学
な
ど
を
教
授
し
た
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
山
口
藩
に
兵
学
校
教
授
と
し
て
呼
び
も
ど
さ
れ
、
以
降
軍
政
面
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
兵
学
校
の
生
徒
は
、
は
じ
め
オ
ラ
ン
ダ
式

（
別
）

の
兵
術
の
け
い
こ
を
し
て
い
た
が
、
の
ち
イ
ギ
リ
ス
式
を
も
兼
学
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。

な
お
ま
さ
か
ん
そ
う

佐
賀
藩
の
蘭
学
は
、
藩
主
鍋
島
直
正
（
閑
里
、
一
八
一
四
～
七
一
）
が
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
一
一
一
）
十
一
一
月
に
伊
東
玄
朴
（
一
八
○
○
～
七
一
、
幕
末
・

維
新
期
の
蘭
方
医
、
の
ち
幕
府
の
奥
医
師
）
を
、
翌
弘
化
元
年
（
’
八
四
四
）
七
月
に
藩
医
・
大
石
良
英
を
招
へ
い
し
て
蘭
学
の
振
興
を
く
わ
だ
て
た
こ
と
に

（
別
）

端
を
発
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
佐
賀
藩
は
地
理
的
に
も
長
崎
に
ち
か
く
、
寛
永
十
八
年
（
’
六
四
一
）
以
来
、
長
崎
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
対

｜
）
三
月
緒
方
の
適
塾
に
⑪

藩
士
に
取
り
た
て
ら
れ
た
。

布
野
は
よ
ほ
ど
オ
ラ
ン
ダ
語
に
ひ
い
で
て
い
た
も
の
か
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
二
月
、
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
と
し
て
出
仕
し
、
の
ち
師
匠
の
金
森
の
あ

と
を
引
き
つ
い
で
、
江
戸
藩
邸
で
蘭
学
や
英
学
を
講
じ
た
・
教
授
方
手
伝
と
し
て
か
れ
を
助
け
た
の
は
間
宮
観
一
で
あ
っ
趣
・

山
口
藩
は
幕
末
の
危
局
に
あ
た
り
、
海
防
の
充
備
を
第
一
と
し
、
大
い
に
文
武
を
奨
励
し
、
さ
ら
に
洋
学
を
導
入
し
、
陸
海
軍
の
創
設
に
つ
と
め
た
。
と
く

に
同
藩
の
兵
制
改
革
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
兵
学
校
教
授
と
な
っ
た
の
は
村
田
蔵
六
（
の
ち
大
村
益
次
郎
、
一
八
二
四
～
六
九
、
幕
末
・
維
新
期
の
兵
制
家
）
で
あ

田
雄
は
桂
川
甫
周
に
つ
い
て
蘭
学
を
ま
な
ん
だ
。
松
江
藩
の
蘭
学
が
い
ち
ば
ん
活
況
を
呈
し
た
の
は
治
郷
の
孫
の
松
平
斉
貴
の
時
代
で
あ
り
、
同
人
は
オ
ラ
ン

ダ
の
器
械
類
（
時
計
、
電
信
機
、
噴
水
器
な
ど
）
に
異
常
な
興
味
を
も
ち
、
ひ
ろ
く
藩
士
ら
に
蘭
学
を
奨
励
し
、
天
文
・
測
量
・
砲
術
な
ど
を
学
ば
せ
た
。

斉
貴
は
、
若
く
し
て
長
崎
で
蘭
学
を
ま
な
ん
だ
金
森
建
策
を
藩
士
に
と
り
た
て
砲
術
と
医
学
を
研
究
さ
せ
た
。
間
宮
繁
之
丞
（
の
ち
観
一
と
改
名
）
は
、
金

ふ
の

森
の
指
導
の
も
と
に
蘭
学
に
熟
達
し
、
文
久
二
年
五
月
、
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
に
抜
擢
さ
れ
た
。
布
野
雲
平
（
出
雲
今
市
の
医
師
）
は
、
嘉
永
四
年
（
’
八
五

一
）
三
月
緒
方
の
適
塾
に
入
門
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
医
学
を
学
ん
だ
の
ち
江
戸
に
出
る
と
、
浪
人
ぐ
ら
し
を
し
て
い
た
が
、
藩
主
斉
貴
に
そ
の
才
を
認
め
ら
れ
、

っ
た
。
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施
設
と
し
て

（
砧
）

か
れ
は
列
強
と
の
国
力
の
差
を
う
み
出
し
た
科
学
技
術
を
摂
取
す
る
た
め
に
、
当
時
急
速
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
蘭
学
に
注
目
し
、
藩
校
「
誠
之
館
」
の
学

科
１
１
漢
学
・
国
学
・
医
学
・
数
学
・
習
字
・
礼
法
・
軍
法
ｌ
に
、
蘭
学
を
加
え
た
．

坂
上
卜
安
と
寺
地
強
平
は
、
家
塾
に
お
い
て
蘭
学
を
教
授
し
て
い
た
が
、
誠
之
館
に
「
洋
学
寮
」
が
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
こ
の
蘭
学
教
師
と
な
っ
た
。
誠
之

館
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
廃
校
に
な
る
ま
で
、
わ
ず
か
十
九
年
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
は
学
制
改
革
が
お
こ
な
わ
れ

た
が
、
す
で
に
蘭
学
の
時
代
は
お
わ
り
を
告
げ
て
お
り
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ば
せ
た
。

で
、
諸
大
名
と
の
協
調
政
竺

現
状
の
改
革
に
着
手
し
た
。

「
蘭
学
寮
」

が
設
け
ら
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
の
文
法
を
お
え
た
の
ち
、
物
理
や
数
学
な
ど
の
原
書
を
学
ぶ
の
で
あ
る
が
、
蘭
書
は
高
価
な
う
え
数
が
少
な
く
、
そ
れ
を
謄
写
し
て
写
本
を
つ

く
る
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
ヅ
１
フ
の
辞
典
（
全
十
四
冊
）
は
一
部
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
単
庄
一
は
オ
ラ
ン
ダ
書
の
解
読
に
は
ひ
じ
ょ
う
に
不
便
を
感
じ
た
。

ま
さ
ひ
ろ

備
後
国
福
山
藩
主
・
老
中
阿
部
正
弘
（
一
八
一
九
～
五
七
）
は
、
幕
末
期
欧
米
列
強
の
開
国
要
求
と
い
っ
た
国
難
に
遭
遇
し
、
難
局
打
開
に
腐
心
す
る
一
方

で
、
諸
大
名
と
の
協
調
政
策
を
と
り
、
幕
府
の
独
裁
制
を
改
め
、
公
武
の
合
体
を
は
か
っ
た
り
、
大
船
建
造
の
禁
を
解
い
た
り
、
封
建
体
制
を
維
持
し
つ
つ
も

蘭
掌
倉
〈
に
入
っ
た
生
徒
は
、
マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
／

（
弱
）

る
の
に
約
一
ヵ
年
要
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
典
の
教
・
一

で
あ
る
。
要
す
る
に
い
ま
で
い
う
訳
読
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
校
は
、
佐
賀
の
城
下
か
ら
一
里
余
郊
外
の
中
折
の
地
に
あ
っ
た
も
の
で
、
藩
校
「
弘
道
館
」
の
学
生
の
な
か
か
ら
十
五
名
か
ら
二
○
名
を
え
ら
び
、

オ
ラ
ン
ダ
語
と
と
も
に
蘭
書
に
よ
っ
て
鋳
砲
・
砲
術
な
ど
を
学
ば
せ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
海
軍
の
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

シ
ン
タ
ク
ス

蘭
学
寮
に
入
っ
た
生
徒
は
、
マ
ー
ト
ス
ハ
ッ
ペ
ィ
の
『
和
蘭
文
典
前
編
』
を
ま
ず
習
い
、
そ
れ
を
お
え
る
と
後
編
の
成
句
語
に
進
み
、
｝
」
の
一
一
冊
を
学
習
す

（
弱
）

る
の
に
約
一
ヵ
年
要
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
典
の
教
え
方
で
あ
る
が
、
ま
ず
一
語
を
発
幸
白
し
、
そ
の
意
味
を
い
い
、
そ
の
あ
と
文
章
全
体
の
通
釈
を
施
し
た
よ
う

天
保
五
年
（
一
八
四
三
）
七
月
、
佐
賀
城
下
八
幡
小
路
に
「
医
学
寮
」
（
の
ち
「
好
生
館
」
と
改
称
）
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
で
漢
方
医
学
と
併
行
し
て
オ
ラ

ン
ダ
医
学
を
教
え
た
よ
う
で
あ
る
。
「
医
学
寮
」
は
の
ち
廃
校
に
な
り
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
「
医
学
校
」
な
る
も
の
が
改
め
て
創
ら
れ
、
そ
の
付
属
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私
塾
の
蘭
学

諸
藩
が
藩
校
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
な
ど
に
蘭
学
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
海
防
や
軍
備
の
充
実
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
場
合
が
少
く
な
か
っ
た
。
一
方
、

民
間
に
お
い
て
も
蘭
学
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
「
私
塾
」
と
い
っ
た
形
を
と
っ
た
。
い
ま
江
戸
お
よ
び
京
阪
に
お
け
る
主
な
蘭
学
塾
の
形
勢
を
み

る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

土
佐
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
は
、
詳
細
ば
わ
か
ら
趣
ぃ
・
同
藩
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
、
新
た
に
藩
校
「
開
成
館
」
を
高
知
城
の
東
南
ｌ
鏡
川
の
中
之

島
中
央
の
丸
反
田
に
設
立
し
た
。
機
構
は
貨
殖
・
観
業
・
鉱
山
・
捕
鯨
・
海
軍
な
ど
の
諸
局
に
わ
か
れ
、
別
局
と
し
て
「
訳
局
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
こ
で

は
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
授
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
中
浜
万
次
郎
な
ど
は
訳
局
方
の
教
授
と
し
て
英
語
を
お
し
え
た
。

「
医
局
」
は
当
初
は
漢
方
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
洋
式
（
オ
ラ
ン
ダ
医
方
）
に
移
っ
て
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
書
を
訳
述
し
て
、
生
理
・
解
剖
・
薬

（
師
）

剤
な
ど
を
教
》
え
、
お
わ
り
に
は
オ
ラ
ン
ダ
文
典
、
理
化
学
に
至
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
。
す
で
に
洋
学
は
、
蘭
学
の
域
を
脱
皮
し
、
英
語
に
転
換
し
て
い
た
。

い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
の
数
の
日
本
人
が
、
幕
末
ま
で
蘭
学
を
学
ん
だ
も
の
か
、
そ
の
実
体
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
説
に
よ
る
と
、
江
戸
・
京
都
・
大
坂
・

（
兜
）

長
崎
で
合
わ
せ
て
約
二
千
名
、
こ
れ
に
諸
藩
の
学
生
を
合
わ
せ
る
と
、
優
に
一
二
千
名
を
超
え
る
と
い
う
。

［
江
戸
］
と
そ
の
近
郊

（
塾
の
名
称
）

（
塾
主
）

安
懐
堂
の
ち
曰
習
堂
…
…
…
坪
井
信
道
Ｉ
信
良

天
真
楼
塾
…
…
…
…
…
…
…
杉
田
玄
白

し
ら
ん

芝
蘭
堂
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
大
槻
玄
沢

＊ 

（
開
業
年
お
よ
び
開
業
地
）

文
政
十
二
年
二
八
二
九
）
、
深
川
冬
木
町
八
幡
裏

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
、
浜
町
？

天
明
六
年
二
七
八
六
）
、
本
材
木
町
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森
鴎
外
が
最
初
に
結
婚
し
た
と
き
の
義
父
で
あ
っ
た
赤
松
則
良
（
一
八
四
一
～
’
九
二
○
、
明
治
期
の
海
軍
軍
人
、
男
爵
）
は
、
安
政
年
間
、
江
戸
の
蘭
学

塾
で
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
。
か
れ
は
は
じ
め
英
語
を
学
ぶ
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
当
時
江
戸
に
英
語
を
教
え
る
所
が
な
か
っ
た
の
で
、
深
川
冬
木
町
に
あ
る

ら
れ
た
蘭
学
者
は
、
自
宅
に
弟
子
を
と
っ
て
蘭
学
を
教
え
る
の
聖

く
は
内
弟
子
ま
た
は
通
学
生
を
と
っ
て
教
育
に
あ
た
っ
て
い
た
。

蘭
学
の
初
期
に
お
い
て
、
杉
田
玄
白
や
大
槻
玄
沢
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
門
人
を
と
り
蘭
学
の
教
育
に
あ
た
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
世
間
に
名
を
知

れ
た
蘭
学
者
は
、
自
宅
に
弟
子
を
と
っ
て
蘭
学
を
教
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
先
に
か
か
げ
た
私
塾
は
、
い
ず
れ
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
多

［
名
古
屋
］

［
大
坂
］

［
大
煩
一
］

［
京
都
〕

ｎ
７
Ｏ
 

高
野
長
英

、
７
０

戸
塚
静
海

象
先
堂
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
東
玄
朴

和
田
塾
…
：
…
…
・
・
・
・
…
…
…
佐
藤
泰
然

げ
ん
せ
一
ｓ

迎
翠
堂
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
土
生
玄
碩

順
天
堂
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤
泰
然

蘭
方
眼
科
の
塾
…
…
…
…
…
高
良
斎

適
塾
ま
た
は
適
々
斎
塾
…
…
緒
方
洪
庵

好
蘭
堂
…
…
…
…
…
…
…
…
江
間
蘭
斎

洋
学
館
（
自
邸
内
）
…
…
…
伊
藤
圭
介

順
正
書
院
・
…
…
・
…
・
…
…
…
新
宮
涼
庭

７ 
０ 

７ 
ｑ 

天
保
元
年
（
一
八
三
○
）
、
麹
町
貝
坂

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
、
茅
場
町

天
保
四
年
（
一
八
三
一
一
一
）
、
下
谷

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
、
薬
研
堀

天
保
十
二
年
二
八
四
一
）
、
名
古
屋

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
、
？

か
い
し
よ

天
保
九
年
（
一
八
一
二
八
）
、
瓦
町
に
開
き
の
ち
過
書
町
に
移
転

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
、
南
禅
寺
畔

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
、
佐
倉
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嘉
永
五
年
か
ら
安
政
三
年
（
’
八
五
二
～
五
六
）
ご
ろ
、
順
天
堂
に
学
ん
だ
山
内
六
一
一
一
郎
（
提
雲
）
（
’
八
二
六
～
一
九
二
一
一
、
幕
臣
、
維
新
後
鹿
児
島
県

（
的
）

知
事
、
製
鉄
所
長
官
）
が
し
る
し
た
塾
生
活
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
医
学
塾
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
課
程
が
あ
っ
た
と
い
う
。

た
。
こ
の
点
、
他
の
蘭
》

忠
恵
『
懐
旧
九
十
年
』
）
。

た
れ
あ
ぷ
ら

塾
生
は
、
大
広
間
の
教
場
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
一
団
を
な
－
」
て
机
を
な
ら
べ
、
夜
と
も
な
る
と
種
油
の
ラ
ン
プ
を
と
も
し
、
鼻
の
孔
を
黒
く
し
て
学
ん
だ
。

月
に
何
回
か
講
釈
や
輪
講
が
あ
っ
た
。
赤
松
に
よ
る
と
、
そ
の
当
時
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ぶ
者
の
大
半
は
、
医
者
志
望
で
あ
り
、
組
屋
敷
（
与
力
、
同
心
な
ど
の

組
に
与
え
ら
れ
た
屋
敷
）
の
武
士
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
初
歩
の
教
科
書
と
し
て
は
、
エ
ス
ポ
ル
チ
ン
グ
の
生
理
学
、
ヤ
ン
キ
ー
ヘ
ン
キ
ー
の
窮

で
あ
っ
た
。
塾
の
よ
し
あ
し
は
、
ひ
と
え
に
代
稽
古
す
る
塾
頭
に
よ
っ
て
価
値
が
定
ま
っ
た
。

適
塾
の
ば
あ
い
、
オ
ラ
ン
ダ
書
を
読
む
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
順
天
堂
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
の
か
た
わ
ら
、
医
術
を
じ
っ
さ
い
に
研
究
し

た
。
こ
の
点
、
他
の
蘭
学
塾
と
趣
を
異
に
し
て
い
た
。
だ
か
ら
順
天
堂
は
「
医
学
塾
」
と
い
っ
て
も
よ
く
、
外
科
に
お
い
て
は
日
本
一
と
称
せ
ら
れ
た
（
石
黒

が
教
え
た
と
語
っ
て
い
る
。
「
日
習
堂
」

塾
生
は
概
し
て
な
ま
け
者
が
多
か
っ
た
。

理
問
答
書
な
ど
を
用
い
た
と
語
っ
て
い
る
（
『
赤
松
則
良
半
生
談
』
。

幕
末
期
、
日
本
の
二
大
蘭
学
塾
と
い
え
ば
、

坪
井
信
良
の
塾
今
日
習
堂
」
）
に
入
門
し
た
。

赤
松
は
十
五
歳
の
春
か
ら
塾
が
よ
い
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
ろ
の
蘭
学
塾
は
、
塾
主
み
ず
か
ら
教
え
る
の
で
は
な
く
、
塾
頭
も
し
く
は
先
輩
の
塾
生

教
え
た
と
語
っ
て
い
る
。
「
日
習
堂
」
の
ば
あ
い
、
通
学
生
が
五
、
六
名
、
そ
の
他
二
十
五
名
ほ
ど
の
書
生
が
三
十
畳
敷
の
部
屋
で
起
居
し
て
い
た
と
い
う
。

一
オ
ラ
ン
ダ
文
典
稽
古

二
訳
書
お
よ
び
原
書
に
よ
る
医
学
講
義
と
学
習

「
順
天
堂
」
塾

「
適
塾
」
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オ
ラ
ン
ダ
文
典
は
、
マ
ー
ト
ス
⑰

（
剛
）

科
・
外
科
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

が
ん
ぴ

な
ど
で
あ
り
、
ま
た
洋
書
は
少
な
く
、
教
材
に
使
う
原
書
を
雁
皮
紙
（
ガ
ン
ピ
の
繊
維
か
ら
つ
く
っ
た
薄
く
上
質
の
和
紙
）
な
ど
に
謄
写
す
る
Ｉ
し
か
な
か
っ
た
。

写
す
作
業
た
る
や
ひ
じ
よ
う
な
精
力
を
要
し
た
。
辞
書
は
語
学
の
勉
強
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
や
訳
鍵
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
三
人
五
人
額

を
あ
つ
め
て
研
究
し
て
読
む
と
い
っ
た
次
第
で
、
そ
の
努
力
の
労
は
じ
っ
に
想
像
以
上
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
き
ど
き
江
戸
の
書
騨
「
長
崎
屋
」
に
舶
来
の
オ

ラ
ン
ダ
書
が
入
る
と
、
順
天
堂
に
通
知
が
き
た
か
ら
、
財
力
に
余
裕
が
あ
る
学
生
は
そ
れ
を
求
め
る
た
め
に
、
佐
倉
か
ら
江
戸
ま
で
十
二
里
あ
る
道
を
腰
に
大

（
則
）

刀
を
」
こ
し
て
徒
歩
で
で
か
け
た
。

塾
生
が
い
ち
ば
ん
困
難
を
覚
え
た
の
は
、
書
物
の
欠
乏
で
あ
っ
た
。
順
天
堂
に
あ
っ
た
辞
典
と
い
え
ば
、

幕
末
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
入
門
書
の
よ
う
な
も
の
が
何
種
類
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
写
本
を
含
め
て
そ
れ
ら
を
つ
ぎ
に
か
か
げ
て
み
よ
う
。

ヅ
ー
フ
・
ハ
ル
マ

「
訳
鍵
」
（
二
冊
）

三
内
科
の
治
療
ま
た
は
外
科
手
術
の
助
手
と
な
る
、
ま
た
は
傍
観
す
る

か
な
書
き
の
「
薬
名
辞
引
」
（
完
本
で
は
な
い
）

「
病
名
辞
引
」
（
完
本
で
は
な
い
）

ハ
ル
マ
の
写
し
が
一
部

＊ 

ツ
ペ
ィ
の
翻
刻
「
和
蘭
文
典
前
・
後
編
」
を
用
い
た
よ
う
だ
。
先
生
の
講
義
は
、
解
剖
学
・
生
理
学
・
病
理
学
・
内
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。

き
た
。

日
本
に
お
け
る
蘭
学
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
の
は
安
政
年
間
で
あ
る
が
、
や
が
て
諸
外
国
と
の
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
新
た
に
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
が
脚
光
を
浴
び
て
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
で
も
貿
易
商
に
と
っ
て
不
可
欠
な
言
語
と
し
て
英
語
が
注
目
の
的
と
な
り
、
前
面
に
出
て

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
、
英
・
独
・
独
・
露
な
ど
四
ヵ
国
語
の
辞
典
、
文
法
、
会
話
、
発
音
な
ど
の
解
説
書
（
入
門
書
）
が
、
百
点
ほ
ど
せ
き
を
切

っ
た
よ
う
に
巷
に
あ
ふ
れ
出
た
。
け
れ
ど
オ
ラ
ン
ダ
語
関
係
の
も
の
は
数
点
を
か
ぞ
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。
時
代
は
す
で
に
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
英
語
へ
と
移
行

［
刊
行
年
不
詳
の
も
の
］

松
涛
可
能
『
蘭
学
独
案
｛

７
，
 

『
改
正
阿
蘭
吟

？
。

『
西
羊
武
力
砦

大
槻
茂
質
述

牧
蔵

柳
河
春
三

添
谷
銀
治
郎

ワワワ ７ 
● ［

写
本
］

「
和
蘭
訳
文
家
伝
」

「
和
蘭
文
字
読
法
」

「
蘭
学
輯
」

『
蘭
学
独
案
内
』

『
改
正
阿
蘭
陀
語
』

「
西
洋
武
功
美
談
」

『
西
洋
発
微
』

「
諸
蛮
学
字
韻
考
』

『
洋
学
指
針
」

『
西
字
発
蒙
』
は
や
よ
み
で
ん
じ
ゆ

『
和
蘭
文
字
早
読
伝
受

全
些

二
八
四
五
年
に
ハ
ー
グ
で
印
刷
し
た
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
の
学
校
用
の
読
本
を
長
崎
で
復
刻
し
た
も
の
）

［
早
大
］

（
下
学
堂
蔵
梓
）

（
文
政
五
年
［
一
八
二
二
］
、
三
都
発
行
書
林
）

（
安
政
二
年
二
八
五
五
］
、
凹
斎
蔵
梓
）

（
安
政
四
年
三
八
五
七
］
、
千
里
晋
行
、
明
治
元
年
に
東
京
本
町
四
丁
目
上
州
屋
惣
七
よ
り
再
刊
）

（
安
政
四
年
［
一
八
五
七
］
、
京
三
条
通
堺
町
出
雲
寺
文
次
郎
他
）

（
慶
応
二
年
三
八
六
六
］
、
折
り
本
、
大
阪
心
斎
橋
通
安
堂
寺
町
秋
田
屋
太
右
衛
門
書
林
）

［
早
大
］

［
〃
］

［
〃
］

［
早
大
〕

［
外
大
］
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拓
殖
大
学
南
親
会
が
編
ん
だ
『
蘭
和
大
辞
典
』
（
一
二
四
六
頁
）
は
、
拓
殖
大
学
の
学
生
二
十
余
名
が
元
同
大
学
の
講
師
千
秋
克
巳
の
指
導
を
え
て
分
担
執

筆
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
上
智
大
学
教
授
ヨ
セ
フ
・
ェ
１
レ
ン
ポ
ス
そ
の
他
の
数
名
の
校
閲
を
へ
て
成
っ
た
辞
書
で
あ
る
。
戦
前
戦
後
に
か
け
て
、
い
さ
さ
か

実
用
に
足
る
蘭
和
辞
典
と
い
え
ば
、
こ
の
辞
典
以
外
に
な
く
、
ま
た
古
書
で
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
に
関
す
る
特
殊
研

最
蘭
和
辞
典
』
は
、
旧
蘭
印
政
府
日
本
事
務
局
長
で
あ
っ
た
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
タ
ッ
ト
（
？
～
一
九
四
○
）
が
編
ん
だ
小
辞
典
（
五
九
七
頁
）
で
あ
り
、

い
き
さ

し
か

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
一
一
）
に
再
刊
さ
れ
た
と
き
の
「
序
」
に
、
「
我
国
唯
一
の
蘭
和
辞
典
と
し
て
刺
か
江
湖
に
誇
り
な
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
集
録

は
ぷ
た
つ
と
も
つ
ば

せ
る
語
数
約
三
万
、
冗
を
省
き
簡
を
尚
び
専
ら
実
用
を
』
曰
と
し
て
編
纂
」
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
タ
ッ
ト
が
編
ん
だ
二
番
目
の
辞
典
は
、
『
日
蘭
辞
典
』
（
一
一
一
一
一
三
頁
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
繼
蘭
和
辞
典
』
の
「
姉
妹
と
し
て
」
、

五
年
の
歳
月
を
費
し
て
大
成
し
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
見
出
し
語
は
ロ
ー
マ
綴
を
も
っ
て
、
そ
の
語
の
発
音
の
ま
ま
を
写
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
集
録
せ

る
語
数
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
お
そ
ら
く
数
万
を
く
だ
る
ま
い
。

維
新
後
、
各
国
語
の
対
訳
辞
典
が
逐
次
刊
行
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
辞
書
だ
け
は
つ
い
ぞ
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
辞
書
と
い
え
る
も

の
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
正
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
大
正
か
ら
平
成
に
か
け
て
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
関
連
の
辞
引
を
か
か
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

勺
・
の
。
］
・
『
ロ
ロ
の
蔚
円
丙
の
ロ
ケ
巨
円
、

二
戸
］
，
国
○
○
芹

監
修
『
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
』

財
団
法
人
日
蘭
学
会

繩
鍬
鍋
交
編
纂

『
蘭
和
辞
典
ｌ
附
蘭
語
文
法
要
録
』

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
タ
ッ
ト
編
『
驍
繭
和
辞
典
』

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ス
タ
ッ
ト
編
『
日
蘭
辞
典
』

拓
殖
大
学
南
親
会
編

『
蘭
和
大
辞
典
」

じ
ゅ
ん
こ
う

朝
倉
純
孝
著

『
蘭
日
辞
典
』

（
講
談
社
、
平
成
６
。
、
）

（
日
蘭
通
行
調
査
会
、
大
正
Ⅲ
・
９
、
噸
血
ｘ
妬
叩
、
厚
さ
約
鏥
凹

（
南
洋
協
会
、
大
正
ｎ
．
８
、
昭
和
Ⅳ
・
胆
再
刊
、
鋼
、
×
咀
四
厚
さ
約
師
四

（
南
洋
協
会
、
昭
和
９
．
ｍ
、
Ⅳ
ｍ
ｘ
ｍ
ｍ
、
厚
さ
妬
巴

（
創
造
社
、
昭
和
畑
・
６
、
ｗ
ｍ
ｘ
唖
皿
厚
さ
卵
凹

（
明
治
書
院
、
昭
和
四
・
７
、
脈
ｍ
ｘ
ｍ
皿
厚
さ
約
１
四
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七
二
頁
、
見
出
し
語
、
約
五
二
○
○
○
）
で
あ
っ
た
。

究
に
従
事
す
る
者
は
、
こ
の
辞
典
と
か
蘭
英
そ
の
他
の
外
国
の
辞
典
を
ひ
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
蘭
和
大
辞
典
』
に
先
だ
ち
て
、
「
実
用
を
主
眼
と
す
る
簡
約
な
る
蘭
曰
小
辞
典
を
刊
行
し
た
い
」
と
い
っ
た
版
元
（
開
隆
堂
）
の
懇
望
に
よ
り
、
急

き
ょ
稿
を
起
し
て
成
っ
た
の
が
、
東
京
外
国
語
学
校
教
授
・
朝
倉
純
孝
の
『
蘭
日
辞
典
』
（
二
○
三
頁
）
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
、
日
本
軍
は
南
部
仏
印
に
進
駐
を
開
始
し
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
や
、
蘭
印
（
オ
ラ
ン
ダ
領
東

イ
ン
ド
）
に
進
攻
し
、
経
営
統
治
を
行
な
う
に
及
ん
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
諸
民
族
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
も
っ

て
教
育
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
か
れ
ら
の
内
的
生
活
に
ふ
れ
、
そ
の
中
に
入
っ
て
ゆ
く
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
知
識
は
緊
要
で
あ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
ち
ゅ
う
大
小
の
蘭
曰
辞
典
が
あ
わ
た
だ
し
く
再
刊
も
し
く
は
新
た
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
「
東
亜
の
共
栄
に
寄
与
」
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
西
洋
文
化
を
学
ぶ
手
段
と
し
て
、
ま
た
外
交
用
語
と
し
て
枢
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、
維
新
後
、
そ
の
地
位
は
一
挙
に
転

落
し
、
概
し
て
必
要
性
の
乏
し
い
外
国
語
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
こ
ん
に
ち
ま
で
続
い
て
い
る
感
が
あ
る
。
が
、
戦
後
は
じ
め
て
の
本
格
的
な

蘭
日
辞
典
（
『
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
』
）
が
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
講
談
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
戦
前
戦
後
も
そ
う
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
日
本
の
蘭
学

史
、
鎖
国
時
代
の
日
蘭
関
係
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
学
術
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
関
連
に
つ
い
て
研
究
す
る
人
た
ち
が
主
と
し
て
学
ぶ
言
語
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
近
年

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
交
通
が
ひ
ん
ぱ
ん
と
な
り
、
日
本
企
業
の
オ
ラ
ン
ダ
進
出
な
ど
と
相
ま
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
内
容
を
も
つ
実
用
の
蘭
和
辞
典
の
出
現

が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、
『
ク
ラ
マ
１
ス
の
蘭
英
辞
典
」
を
も
と
に
編
ま
れ
た
の
が
『
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
』
（
一
○

つ
ぎ
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
語
学
書
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
明
治
期
は
顕
著
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
正
時
代
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
現
れ
る
よ
う
に
な
り
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
か
か
げ
る
も
の
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

日
蘭
通
交
調
査
会
編

日
蘭
通
交
調
査
会
編

拓
殖
大
学
南
親
会
編

『
和
蘭
文
典
（
未
定
稿
崖

「
蘭
語
文
法
要
録
』

『
和
蘭
語
文
法
』

（
二
○
六
頁
、
日
蘭
通
交
調
査
会
、
大
正
７
．
ｕ
）

（
二
五
頁
、
文
正
堂
印
刷
所
、
大
正
、
・
９
）

（
三
○
頁
、
小
冊
子
、
創
造
社
、
昭
和
旧
・
６
）
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井
隆

朝
倉
純
孝

エ
ー
・
ク
ロ
イ
シ
ン
ガ
箸

川
崎
直
一
訳

朝
倉
純
孝

朝
倉
純
孝

朝
倉
純
孝

塩
谷
饒

朝
倉
純
孝

槍
枝
一
郎

鳥
井
裕
美
子

川
端
喜
美
子

Ｐ
。
Ｃ
・
ド
ナ
ル
ド
リ
ソ
ン
箸

石
井
光
庸
、
川
崎
靖
訳

板
沢
武
雄
「
蘭
学
の
意
義
と
蘭
学
創
始
に
関
す
る
二
一
一
一
の
問
題

注
（
４
）
の
板
沢
論
文
、
二
二
頁
を
参
照
し
、
ま
と
め
た
も
の
。

『
通
航
一
覧
』
巻
百
四
十
八
。

『
長
崎
叢
書
増
補
長
崎
薯
史
上
巻
三
」
（
長
崎
市
役
所
、
大
正
十
五
年
十
二
月
）
、
五
三
八
頁
。

同
右
。

○
・
幻
・
国
・
×
月
〕
目
Ｃ
Ｏ
目
】
□
四
ｍ
己
の
甘
］
眉
目
・
］
の
８
１
］
ｍ
ｍ
Ｐ
ご
口
昌
口
巨
、
寓
言
・
儀
昏
の
国
、
伽
巨
の
．
］
①
⑰
Ｐ
ｂ
・
田

『
長
崎
と
海
外
文
化
下
編
』
（
長
崎
市
役
所
、
大
正
十
五
年
四
月
）
、
三
頁
。

『
文
明
源
流
叢
書
第
一
巻
』
（
国
書
刊
行
会
、
大
正
二
年
十
月
）
。

『
和
蘭
語
四
週
間
」

『
現
代
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
』

『
オ
ラ
ン
ダ
語
入
門
』

『
オ
ラ
ン
ダ
語
常
用
六
○
○
○
語
』

『
オ
ラ
ン
ダ
語
会
話
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

「
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
入
門
』

「
オ
ラ
ン
ダ
語
文
典
』

『
オ
ラ
ン
ダ
語
基
礎
一
五
○
○
』

「
オ
ラ
ン
ダ
語
会
話
練
習
帳
』

「
オ
ラ
ン
ダ
語
基
本
単
語
二
○
○
○
』

『
オ
ラ
ン
ダ
語
誌
』

『
Ｃ
Ｄ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
オ
ラ
ン
ダ
語
』

（
三
）
」
（
『
歴
史
地
理
』
第
五
十
九
巻
第
五
号
所
収
、
一
八
頁
）
。
注
（
２
）
を
も
参
照
。

（
大
学
書
林
、
昭
和
ｎ
．
３
、
昭
和
妬
・
皿
改
訂
第
一
版
）

（
三
省
堂
、
昭
和
四
・
２
）

（
元
々
社
、
昭
和
皿
・
６
）

（
大
学
書
林
、
昭
和
狐
。
ｌ
）

（
大
学
書
林
、
昭
和
印
・
皿
）

（
大
学
書
林
、
昭
和
別
・
５
）

（
大
学
書
林
、
昭
和
記
・
８
）

（
大
学
書
林
、
平
成
３
．
７
）

（
大
学
書
林
、
平
成
６
．
２
）

（
株
式
会
社
語
研
、
平
成
８
．
４
）

（
現
代
書
館
、
平
成
ｕ
・
⑫
）

（
白
水
社
、
平
成
ｕ
・
７
）
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（
９
）
（
４
）
の
板
沢
論
文
、
二
三
頁
に
も
同
条
の
全
文
が
引
か
れ
て
い

か
げ
て
お
い
た
。
な
お
、
板
沢
論
文
に
は
訳
文
は
つ
い
て
い
な
い
。

片
桐
一
男
『
阿
蘭
陀
通
詞
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
年
二
月
）
、
四
四
六
～
四
五
一
頁
を
参
照
。

『
杉
田
玄
白
の
蘭
学
事
始
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
十
五
年
一
月
）
、
三
八
頁
。

井
野
辺
茂
雄
「
蘭
学
の
起
原
」
（
「
歴
史
地
理
』
第
二
十
六
巻
第
五
号
所
収
）
。

こ
の
辞
典
に
つ
い
て
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
勺
・
言
の
一
一
：
Ｑ
が
編
ん
だ
ｚ
の
」
の
己
已
厨
◎
す
『
ロ
ロ
一
百
口
曰
、
言
。
Ｃ
ａ
の
ロ
ワ
ｏ
の
〆
芹
の
シ
日
呉
の
己
四
日
目
］
ｏ
冨
目
の
⑪

ど
一
口
員
冨
Ｄ
ｏ
Ｑ
ｏ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
。

大
槻
文
彦
「
和
蘭
字
典
文
典
の
訳
述
起
」
（
『
歴
学
雑
誌
』
第
九
編
第
三
号
）
。

Ｏ
 

帆
足
図
南
次
「
帆
足
万
里
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
）
、
五
八
頁
。

同
右
、
六
七
頁
。

注
（
田
）
の
三

注
（
鋼
）
の
六
列

古
賀
十
二
郎
『
長
崎
洋
学
史
上
巻
語
学
』
（
長
崎
大
献
社
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
、
六
六
～
六
七
頁
。

注
（
田
）
の
八
六
頁
。

注
（
⑬
）
の
八
三
頁
。

大
槻
玄
沢
『
蘭
学
階
梯
乾
』
、
八
頁
。

中
村
喜
代
三
「
江
戸
幕
府
の
禁
瞥
政
策
（

同
右
。

注
（
⑬
）
の
四
一
頁
。

注
（
凪
）
の
四
二
頁
。

注
（
２
）
の
四
頁
。

今
井
正
訳
『
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
日
本
史
下
巻
』
（
霞
ヶ
関
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
）
、
八
七
頁
。

の
六
八
頁
。

の
一
○
○
頁
。 一
一
三
頁
に
も
同
条
の
全
文
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
原
文
と
多
少
ち
が
う
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
日
本
学
士
院
の
謄
写
本
を
筆
写
し
た
も
の
を
か

（
下
）
」
ｓ
史
林
』
第
十
一
巻
第
四
号
所
収
）
。
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沼
田
次
郎
『
洋
学
」
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
元
年
十
月
）
、
二
○
六
頁
。

小
川
鼎
三
『
佐
藤
泰
然
伝
』
（
非
売
品
、
順
天
堂
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
）
、
四
九
頁
。

村
上
一
郎
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
ｌ
そ
の
生
涯
と
そ
の
一
族
門
流
』
（
房
総
郷
土
研
究
会
、
昭
和
十
六
年
六
月
）
、
六
一
頁
。

山
口
宗
之
『
橋
本
左
内
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
七
年
二
月
）
、
七
四
頁
。

錘
鵡
辮
勢
糯
『
福
井
県
教
育
百
年
史
第
一
巻
通
史
編
Ｈ
』
（
福
井
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
、
九
四
～
九
五
頁
。

同
右
、
一
三
五
頁
。

同
右
、
三
四
頁
。

注
（
似
）
の
四
（

注
（
４
）
の
四
（

重
久
篤
太
郎
『
日
本
近
世
英
学
史
増
補
版
（
抜
刷
）
（
名
著
普
及
会
作
成
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
）
、
二
○
～
二
一
頁
。

池
田
哲
郎
「
東
北
諸
藩
の
蘭
学
」
ｓ
東
北
史
の
新
研
究
」
万
華
堂
出
版
、
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）
を
参
照
。

同
右
、
二
八
二
頁
。

注
（
旧
）
の
一
○
六
頁
。

注
（
週
）
の
一
○
五
害

注
（
邪
）
の
九
八
頁
。

石
井
孝
『
勝
海
舟
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
）
、
四
頁
。

大
平
喜
間
多
『
佐
久
間
象
山
」
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
）
、
九
○
～
九
二
頁
。

注
（
週
）
の
一
○
五
頁
。

斎
藤
阿
具
『
ヅ
ー
フ
と
日
本
』

注
（
昭
）
の
八
一
～
八
二
頁
。

注
（
⑬
）
の
一
○
三
舌

注
（
路
）
の
八
一
頁
。

注
（
邪
）
の
七
五
頁
。

の
四
○
～
四
六
頁
。

の
四
○
頁
。

の
一
○
三
頁
。

（
広
文
館
、
大
正
十
一
年
九
月
）
、
二
二
七
頁
。
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注注注

『
福
山
市
史
中
巻
』
（
福
山
市
史
編
纂
会
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
）
、
八
○
三
頁
。

『
高
知
県
史
下
巻
』
（
高
知
県
史
編
纂
会
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
）
、
一
○
四
頁
。

惣
郷
正
明
『
洋
学
の
系
譜
ｌ
江
戸
か
ら
明
治
へ
』
（
研
究
社
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
）
、
八
二
頁
。

『
佐
賀
県
教
育
史
第
四
巻

同
右
、
二
一
九
～
二
一
一
一
○
頁
。

注
（
皿
）
の
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

同
右
、
三
○
六
頁
。

倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
三
』
、
二
四
七
～
二
五
八
頁
。

〆■、〆~、〆へ

４７４７１４７ 
、､ノ、-〆ミーノ

ののの

-－九九
○八九
一１頁
言＿&．。

の
一
○
一
頁
。

の
九
八
～
九
九
頁
。

通
史
編
円
』
（
佐
賀
県
教
育
史
編
纂
委
員
会
、
平
成
三
年
三
月
）
、
一
一
一
八
頁
。
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iii1蟻iiliiil:i;ii琴illlliiiil｢解体新瞥」の原轡（ヨハン・アダム・クルムス箸

｢解剖学表」1734年刊［東京大学総合図迩館蔵｡]）
『解剖学表」の見開き

f川懸

思竪{鞍．．四

園生凪

rZi1鯛l鰄瓦、

…彊削WｉＩｂ

瀞|亨i篭繍ii鑿鶴M11$i雑鰯＄

ILhiiIiiillil 
1農i;iii1鱸

ピーター・マリンの「闘仏・仏間

辞典」（1762年版）

［早大中央図書館蔵］

｢訳鍵」（｢乾」「坤｣）

[早大中央図轡館蔵］
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霧 ｍＳ 

ｑｑｋＯ杓延。．．
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｢和間学奨」（安政２年刊）

［早大中央図欝館蔵］

｢ハルマの蘭和対訳辞典」（1834年刊）

［早大中央図瞥館蔵］

_型ir01W／

蝋
猫

段鋪識露

鱗

椴繊〔

奥平昌高編「MM語訳選」

(和蘭対訳辞典，文化７年［1810］刊）

［早大中央図普館蔵］

Ｐ､ウニーランドの「文芸辞典」

(蘭和辞典を編むとき参酌したもの)。

［東京外国語大学附属図懸館蔵］
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